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要旨：現代語のある表現・意味を，古代語ではどのように表現していたか。その問題にか
かわる研究領域は，表現史として設定されうるであろう。そうして，その研究の成果の集
約として，現代語＝古代藷辞典の編集を想定しながら，どのような作業がかんがえられる
かを，のべる。（1）語彙研究の成果を検討する，（2＞古代語作品の現代語訳を検索する，（3｝ts
辞書を利用する，（4）古語辞典の記述を参照する，というような作業である。
キーワード：表現史　現代語＝古代語辞典　辞典編集
Abs£ract：　How　were　expressions　of　modern　Japanese　conveyed　in　classical　Japanese　？
We　propose　establishing　a　new　field　whose　purpose　is　to　solve　this　problem，　and　call
that　field　“the　history　ef　expression．”　With　the　idea　of　compiling　a　modern一’classical
japanese　dictionary，　inte　which　the　results　of　research　in　the　field　will　be　incorpo－
rated，　we　offer　a　practical　plan，　te　include　reviewing　results　of　historical　lexicology，
looking　up　expressions　in　modern　translations　of　classical　works，　using　old　dictio－
naries，　and　consulting　classical　dictionaries．
Key　Words：　history　of　expression，　modern－c｝assical　dictionary，
dictionary　cornpilation
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（1）現代語寵古代語辞典の構想
今のこの表現・意味を，昔はどう言ったかと，知りたくなったとき，現代
語＝・　S代語辞典がそこにあるならば，それをひけばよい。たとえば，つぎに
みられるような項目に，であうであろう。内容は相当に省略し，様式はおい
おいに③ないし（4）節にふれることとするが，みだしの直後は類義語であり，
《》内は現代語の文脈，［］内は振り仮名である。
さわがしい［騒］，うるさい，やかましい
（奈良）かしまし　F霰降り可志麻の神を祈りつつ」万葉集20・4370。
（備考）「かしまし」は，この蒔代では，このような語幹用法しか知られていない。この堀例
ではf鹿島」と掛けている。
（平安）かしまし　「釘カシマシ　姦カシマシ」黒川本色葉字類抄。
金葉和歌集，落窪物語。
かしかまし　「《（鶯は宮中では鳴かないのに）幽すぼらしい家の見る価値もない梅の木
などには，うるさいくらいに鳴いている》あやしき家の見所もなき梅の木などには，か
しかましきまでぞ鳴く」枕草子・鳥は。古今和歌集，宇津保物語落窪物語，源氏物語，更
級日記。
「姦力シカマシ，カマヒスシ」観智院本類聚名義抄。
みみかまし　栄花物語。
みみかしかまし　源氏物語。
かまかまし　「燕言音，不訥也，疾醤利也，冷眼門々志」新撰字鏡。
かまびすし（ク活用）　f回持，通俗に囎畷［サウサクトカマヒスク］」大慈恩寺三蔵法師
伝1・院政期点，「四座且らく喧［カマヒスイiこと莫かれ1文鏡秘府論・保延4年点。
「誼カマビスシ」図書寮本類聚名義抄，晦カシカマシ，カマヒスシ」観智院本類聚名義
抄。
「《やかましく集まって鳴いていた虫の声もやんで冷は嵐の音が激しく聞こえる》かま
びすくすだきし虫も声やみて今は嵐の音ぞ激しき」曾丹集。
かまみすし　「誼可万美寸之」承暦本金光明最勝王経音義，罐隷カマミスシ」図書寮
本類聚名義抄，「衆に謹［カマミス］き威無かれ，欽め，念へ」大唐西域記7・長寛元年点。
さわがし　「《空が曇ってきて，風が大変やかましく吹いて》空うち曇りて，風のいとさ
わがしく吹きで」枕草子・九月つごもり。大和物語，源氏物語，更級日記。
「仏語の關［サワガシカラ］ぬを浄と為」法華義疏2・長保4年点。
さわがはし　「論罵［llS．択雷也，乱語也，多需也，禰太利加波志，彌太利己止，又佐和加
波志，又左比左比之」新撰字鏡。
らうがはし　蜻蛉霞記，源氏物語，栄花物語。
（備考）和文系統のfかしかまし」と漢文訓読系統のfかまびすし」とが，対立している。曾
丹集の「かまびすし」は特別である。ゼかしかまし」は，江戸罪代以降，「かしがまし」とな
る。「かまびすし」は，ここではク活用であるが，鎌倉時代以降，シク活用となり，江戸時
一33一
代に再びク活用をも見せる。類聚名義抄2本に見える「かまびすし」の活用は，どちら
か，確実な判断ができない。
（箋兼倉）カ、しまし　4由覚抄。
かしかまし　徒然草，宇治拾遺物語。
かまびすし（シク活用）「《波の音はいつもやかましく，潮風は特に激しい》波の音常に
かまびすしく潮風ことに激し」方丈記，「《（福原の都は，）波の音がいつも騒がしくて，
潮風の激しい所である》波の音常はかまびすしく潮風激しき所なりj平家物語5・都
帰。源平盛衰記，沙石集，桜井基講中。
らうがはし　「《（面白がって）皆が一緒に大声で笑うのは，大変騒がしい》皆同じく笑ひ
ののしる，いとらうがはし」徒然草・56。
・（室町）かしまし（い）　雲形本群書・素襖落，虎明本狂言・鞍馬参り，中華若木詩抄。
日葡辞書。
かしかまし（い）　曽我物語。弱葡辞書。
みみがしましい　田葡辞書。
かまびすしい（シク活用）　こんてむつすむん地。日葡辞書。
さわがはし　r論罵サヒサヒシ，サ機器ハシ，ミタリカハシ」節用集・伊京集。
そうぞうし（い）惚々ソウゾウシ」節用集・饅頭屋本。日葡辞書。
そうそう　日葡辞書。
（備考）「そうぞうし」は，語源・仮名遣いについて，説がある。饅頭屋本節用集の例を，そ
のまま語源・仮名遣いとして認めるべきか。
（江戸）かしましい　「《取りまぜてうるさい最中に》取りまぜてかしましき中に泄問胸
算用5。
かしかましい　西鶴名残の友，談義本風流志道軽伝。
みみがましい　浄瑠璃・七小町。
みみがしましい　浮世草子・好色一代女，読本・興醒弓張月。
かまびすい（ク活周）浄瑠璃・圏性爺合戦。
さわがましい　歌舞伎・轡集団乗掛合羽。
そうぞうしい　三河物語，浮世草子・好色～代男浄瑠璃・心中天の網島浄瑠璃・滝口
横笛，洒落本・仕懸文康。
やかましい　御伽草子・鏡男絵巻，浄瑠璃・鑓の権三重帷子，三冊子・赤双紙，松翁道話。
（明治）かしかましい　和英平茸集成。
かまびすしい（シク活用）　田由花袋・田舎教師。
かまびすい（ク活用）仮名垣魯文・安愚弟鍋。
そうぞうしい坪内遣遙・当世書生気質，森驕外・金毘羅。
やかましい　夏冒漱石・坊っちゃん。
（方言）かまびしい徳島県。
「うるさい」が記述にあがらない理由は，③節にふれるであろう。
国語辞典のような言語辞典のひとつの典型は，語をみだしとし，その意味
を歴史的にたどるものである。ここにいう現代語＝古代語辞典は，意味をみ
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だしとし，それを表現する語群を歴史的にしめすものである。意味というも
のが，単純にみだしをたてられるようなものではないから，現代語の語で代
用するのである。歴史的国語辞典も，みだしを主として現代語にとることが
でき，そのみだしのみをみるかぎりでは，この現代語＝古代語辞典も，おな
じいが，解説部分は，一方がみだしの意味の歴史をしるすのに対し，他方は
みだしの表現の歴史をたどって，ことなることになる。
　ちまたに外来語があふれていると，今日，よくいわれるところであるが，
たとえば，清少納雷ならば，和語ないし漢語でどう表現したであろうか。や
はり現代語＝古代語辞典がそこにあるならば，『枕華子」のうちの表現として，
つぎのようなものをひろいあげることができるのではないかとおもわれる。
現代語をみだしとして，その直後の［］については（3）節にのべる。あとに
古代語をかかげ，その［］は漢字表記の大体または漢字表記のよみをしめ
している。
ウォッシング　てうつ〔手水］
エグゼクティブ　かんだちめ［上達部1
オーディエンス［客席］聴聞衆
オーバー・だ　こちたし
オフィス臨佳先］
　　　　みやつかへどころ［宮仕所1
ガードマン　陣
カジュアル・だ　かろぶ［＄1］
銀の・カップかなま脱鏡］
カラフル・な　いろいろ［色色］の
キャッチする　まちつく£待付］
キャリア　女房
ギャルソン　をのこ［郎等］
午前・コース　あさがう〔朝講1
コーディネー・一ト　あはひ［間］
コピーする　かきうつす［書写］
シーズン　ころ［頃］，とき〔晴］
シャットアウトする　へだっ［隔］
ジョーク　そへごと［編］
シロップあまづら［誉葛〕
スタイル　すがた〔姿］
スペース　ひま［隙］
セクシー・だ　いろ［色］なリ
セッション［演奏］　あそび［遊］
きちっと・セットする　かいすう［据］
ゼロ・になってしまう　うす［失］
センス〔感覚1　こころ〔心］
チャーミング・だ　らうらうじ
ティッシュ　たたうがみ［畳紙］
テーマ　こころ［心1，題
ドア　障子
トーン1色彩］　いろあひ1色桐］
ノート・などする
　　　　かきうっし1書馴などす
ノック・する　たたく［印］
パブリック　おほやけ訟］
ハンサム・だ／美形］
　　　　　　　　かたち［容劉よし
ファッション　装束
ファンタスチック・だ　めづらし［珍〕
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フォーマル［儀式］・用の
　　　　　　もののを脱物捌の
プライベート　わたくし［私］
ブラッシング　けづりぐし1三里］
ブルー£花色］　はな［花］
プレイ［演奏］する　あそぶ［遊］
ヘア　かしらっき［頭付］，蟹
ポスト〔官］　つかさ［官］
メイク［化粧］・をする　化粧ず
メッセージ　消患
モチーフ［縁］　縁
神楽の・リーダー
　　　　　神楽の入長［にんぢゃう］
リハーサル　調楽〔でうがく］
リラックスする　なる［馴］
レクチャー　説経
ロマンチック・だ　すきずきし〔好好コ
　（＊）
　今の表現・意味を，昔はどう雪つたかと，知りたくなるとき，それは，語
源をじりたくなるときと同様に，単純にそういう知的好奇心がわいてきたと
きであることもある。あるいは，みずからの日用の表現をすこしまじめにか
えりみたり，西洋古典語学習の作文水準にならって古代語の素養をたかめた
り，しょうとするときであることもある。あるいは，いささか気取って文章
をつづってみたくなったり，作歌で同義語をひろく検討したくなったり，し
たときであることもある。今の表現・意味を，昔はどう言ったかと，しるこ
とは，学術的にとらえるならば，語史すなわち語の意味の歴史に対して，表
現・意味の歴史を構想するということである。
　昔はどう言ったかと，知りたくなったとき，現代語＝古代語辞典は，しか
し，いま，実は存在していない。それならば，いま，なにをすることができ
るのであろうか。いいかえるならば，表現・意味の歴史を構想し，現代語羅
古代語辞典を編集しようとしたら，どのようなことが必要であろうか。特に
くだんの辞典編集を軸として，つぎのようなことをかんがえてみようという
のが，本稿の趣旨である。
　　従来の辞典類および研究
　　古代語作品の現代語訳，古辞書，古代語辞典の検索
　　現代語＝古代語辞典編集上の問題
　語についての研究の成果を，国語辞典は集約的にしめすという。現代語＝
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右回語辞典も，表現・意味についての研究の成果を集約したものであるべき
であろう。語の研究のかなめは体系性を想定するところにあって，そのうえ
に語彙史を構想しうるとみうけられる。そのように表現の歴史を構想しうる
かいなかは，表現ないし意味の体系性をどのように構想しうるかにかかって
いるであろう。語源ないし語彙史とことなり，われわれにとっては，しかし，
この表現の歴史についての欲求ないし観念すら，ただちには理解することが
できないかもしれない。そうした欲求ないし観念がありうるのであるという
ことを，いまだ十分な知識としてもっていない，そのことが，不理解の原因
であるのではないかともおもわれる。
　（2）従来の辞典類および研究
　現代語・古代語辞典は，表現ないし意味の歴史をたどることができるよう
に，編集される。そのような辞典はいま存在していないが，当代語をみだし
として，それに対応する古代語をかかげたという辞典などは存在する。その
当代語は俗語といわれ，古代語は，特に平安王朝用語をさして，雅語とよば
れた。すなわち，俗語＝雅語辞典が，江戸時代から明治・大正時代までに，
いくつか刊行されている。編集の趣旨は，おおむね，和歌をよむ際の参考の
ためである。
　江戸時代に俗語＝雅語辞典としてどのようなものがあったか，ということ
について，われわれの知識は，雅語＝俗語辞典のものをふくめて，いまだに
福島邦道（1969）「雅俗語対訳辞書の発達」をでることができないでいる。そ
の俗語＝雅語辞典は，つぎの2点である。
　　富士谷御杖（1792寛政4年）　詞葉新雅。
　　東条　義門（1814文化11年）　類聚雅俗言。
しかも，これらについての研究はすくなく，また，その内容も，そこにみら
れる俗語を近世語として評価するという，オーソドックスな雷語学のたちば
にあるといってよい。そのかぎりでは，俗語・S筐語辞典と雅語＝俗語辞典と
に，利用価値の差がなく，また，富士谷成章窪あゆひ抄』ilかざし抄』あるい
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は本居宣長『古今集遠鋤のような，古典文芸の当代語訳も，同様の利用価
値をもつ。そうした研究の概況については，湯浅茂雄（1988）が序文で総括
しているところによってしられるであろう。
　なお，福島「雅俗語対訳辞書の発達」は，関連させてつぎをあげていて，
その価値については，今西浩子（1982）によるのがよいかとおもわれる。
　　藤井　高尚（1802享和2年）　消息文例。
この『消息文例』は消恩の用語にかかわるものであるが，書簡の文章につい
ては，一通ごとに，俗文すなわち候文の全体と，雅文すなわち消息文とを対
照させる，あるいは口語体とを対照させるような，ひとつのゆきかたがある。
つぎのようなものであり，明治のものもあわせてここにあげる。
　　黒沢　翁満（1849嘉永2年）　雅言用文章。
　　三肝胆楓蔭（1907閣治40年）　言文対照書簡文三ケ月速成。
　俗語m雅語辞典は，明治・大正時代には，それにたぐいするものをふくめ
て，おそらくすくなからず，出版されている。そのうちには『門葉新円』の
翻刻をおさめたものがあると，山田忠雄（1981）『近代国語辞書の歩み遷
（p，δ01）がつぎの2点を指摘している。前者はil詞寄新雅』の全文をおさめ，
後者は抄出している。
　　小田　清雄（1891明治24年）　雅俗対訳国語のしるべ。
　　羽山　和卿尚徳（1891明治24年）　普通教育和文初学。
『和文初学毒は，一書全体としては，辞典ではなく，文章作法書である。こ
の著者には，また，これにさきだって，つぎの和歌作法書があり，やはり，
『門葉新町」の抄出をしている。
　　羽山　和卿尚徳（1883明治16年）　和歌俳諸歌語粋金。
　江戸時代のものに直接によるのではなく，俗語＝雅語辞典をふくむものと
して，つぎがある。
　　服部　元彦（1890明治23年）　雅俗俗雅日本小辞典。
　　弾　　舜平先緒（1891明治24年）　俗語雅調。
　　田沢　景忠（1911明治44年）　懐中用稲廼門下雅辞典。
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旧本懐辞典』は，雅語畿俗語辞典と俗語＝雅語辞典とを，合本にしたもの
であり，両老の関係については，つぎの山田『近代国語辞書の歩み』の引用
を参照されたい。『耳塞辞典雲に対して，田沢景忠は，同時に，『雅俗辞典』
を編纂しているが，『俗才辞典』の俗語と『雅俗辞典』の俗訳とのあいだ，あ
るいは同様に雅語と雅訳とのあいだに，直接の関係をみいだすことはむずか
しく，つまり，ふたつの辞典は，相互に独立性をたもちつつ編纂されたもの
のようである。
　以上にあげた，江戸時代，明治・大正時代の俗語竺雅語辞典についての，
山田『近代国語辞書の歩み」の評価をききたい。
「純粋に口語見出しを文語で解する辞書は今日まで殆ど作られていない。恐
らく其の必要が感じられなかった為であろう。嘗て作られたのは，古色蒼然
たる俗雅対照辞書である。かような者は江戸時代の詞葉新羅・類聚雅俗雷を
以て噛矢とし，明治期に日本小辞典，及び俗語雅調・俗雅辞典など少数を算
する。前者は雅俗の部を改編して成ったもので文学用語に傾き，後者はより
一般的な用語を宗とする。特に俗雅辞典の実用性は注自されてよい。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（pp．1745－1746）
　その他，明治・大正時代のものとして，毒蛾正明・朝倉治彦（1977）辮書
解題辞典』にひろうことのできるものに，つぎがある。
　　佐々木弘綱・佐々木信綱（1897明治30年）　詠歌辞典。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ松平円次郎・山崎 弓束・堀籠　美善（1geg明治42年）　俗語辞海。
　　古川喜九郎（1912大正元年）　口語文語対照辞典。
　　鈴木　周作（1925大正14年）　実用音引作文辞典。
このうちの『俗語辞海』については，山田『近代国語辞書の歩み』（pp．705－711）
に，類語辞典の濫鵬として，なぜ口語文語対照辞書の形式で生じたのか，ど
のような内容であるのか，くわしくとかれている。
　俗語；雅語辞典のかたちではなく，類語辞典の一部として古代語をとりこ
んだものがある。汎蒔的な水準においては，現代語表現と古代語表現とが類
義の関係をもつとすることは，当然にありうるたちばである。方言による表
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現なども，それにならぶであろう。そのような辞典は，つぎである。
　　志田　義秀・佐伯　常麿（1909明治42年）　日本類語大辞典。現在，
　　　講談社発行，講談社学術文庫。
　　横山　青蛾（1929昭和4年）　詩歌作文類語辞典。
　　広田栄太郎・鈴木　業革（1955昭和30年）　類語辞典。東京堂出版発行。
古代語・方雷などをかかげる理由は，最初のものではいわれていないが，あ
とのふたつではいわれていて，類義関係の理論にもとつくことにあるよりは，
和歌などの実作に対応することにあるようである。広田・鈴木『類語辞鰯
の「まえがきjについてみるならぼ，つぎのようにある。
「本書は，漢語・和語・古語・俗語・敬語・方言・成句などにわたって，ひ
ろく類語・同意語の見地から，整理案配すると同時に，……。また，和歌・
俳句・詩を作る人の便宜のために，花ことば・枕詞・季題などの一覧を，付
録として掲げました。」
　ところで，俗語漏雅語辞典のみなもとに位置するとみることができる『榊
葉新雅』『消息文例』には，出典についての雷及がある。明治・大正時代以
降，それはうしなわれてしまったようである。学術的なたちぽからするなら
ば，後退である。そのような点において学術的な水準をたもちつつ，類義表
現をまとめたものは，方書辞典であった。方言研究にとって基本的に必要で
あるからであろう。そのことにたちいることは，しかし，本題でないので，
紹介は簡略にとどめる。この方面の先蹴，越谷吾山『諸国方言物類称呼』に
もふれず，類似のものにもふれない。
　はじめに，つぎをあげたい。
　　平山　輝男（1960昭和35年）　全国アクセント辞典。東京堂出版発行。
アクセント辞典をはじめにあげるのは，奇矯にみえるかもしれない。しかし，
この辞典の特色を列挙した「はじめに」に，つぎのようにあって，共通語；
方言辞典の意義がよくとらえられ，現代語＝古代語辞典にも参考となる。
「第三には共通語以外に，全国代表地区の発音・アクセントを比較表にして
示した。自分の郷土の発音・アクセントが共通語と比較して，どういう位置
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をしめているかを自覚することは，学問的に重要であるばかりでなく，共通
語の発音・アクセントの体系を習得するうえには，きわめて大切な条件であ
る。
「第四には，全語について，京都と鹿児島のアクセントを符号によって示し
た。……。この歴史的つながりをたどり，地方語相互の対応関係を知ること
は，学問的にはもとより重要なことであるが，教育的にも興味をそそり，前
記第三の項とともに，共通語アクセントを習得するうえには，きわめて効果
的であろう。」
　いわゆる方書辞典としては，つぎがある。
　　東条　　操（1954昭和29年）　標準語引分類方雷辞典。東京堂出版発
　　　行。
　　尚学図書（1989平成元年）　日本方寸大辞典索引。小学館発行。
ともに，語彙の排列の基準を意義分類においているが，また，排列の基準を
五十音順にとって，当の対象が意義分類のどこに配置されているかをしめす
手段をも併用している。このふたつが全国諸方言を対象としているのに対し
て，つぎは一一方誉を対象としている。
　　上村　幸雄・島袋　盛敏（1963昭和38年）　国立国語研究所資料集5沖
　　　縄語辞典。大蔵省印構局発行。
この辞典は，共通語＝方雷辞典の部分で，共通語の排列の基準にもっぱら五
十音順をとっている。この辞典は，そのほか，現代語＝古代語辞典にとって
も，作成上また使用上に一般的に生ずる問題を，集約的にのべていて，あと
の（4）節で，ふたたびかえりみることとする。
　（＊）
　表現・意味の歴史の研究は，語史・語彙史の研究にくらべるならば，蓼蓼
としているが，すぐれた業績もえられている。前田富襖（1985）『国語語彙史
研矧である。そこに結晶するにいたる古典的業績，前田富祓（1967）は，
つぎのようにはじまっていた。
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「認史研究には，語形変化と語義変化の研究が考えられる。どちらも単語を
中心にして考えてゆくのであるが，単語を離れてみると，ある事物，ある意
味をあらわす言葉がどのようにかわってゆくかを調べる立場もある。つまり，
名称の変化，よび方の変化である。このような調査は，方言学においてはよ
く使われるものであるが，国語史の分野ではそれほど使われていないようで
ある。
「語史を体系化して語彙史を考える蒔には，形態を中心にしたものと意味を
中心にしたものとが考えられる。ここでは，意味を中心にした立場を考えた
いのである。形態では単語を単位とすることが出来るが，意味の場合はどう
であろうか。泣く場面，笑う場面の表現とか，色彩，動植物，身体などの名
称とかを一つの場として考えることが出来よう。」（p．41）
　この印象的な一節は，論文が掴語語彙史研究』に収録されるにあたって，
すべて削除されてしまったが，このモチーフこそ，『国語語彙三二殉の全体
をおおうものであり，また，それゆえに，この一節は削除されることになっ
たのである。『国語三三史研究』にいたるまでに，ここの「意味を中心にした
立場」は，前田富膜（1980b）にみられる，「意味分野を限定して語彙の部分
体系を明らかにする」（所収書p．81）方法といった概念に，抽象化されている。
山内洋一郎（1982）は，その方法による語彙史に，分野語彙史の名称をあた
えている。
　前田の構想する方法が，いま問題にしている表現・意味の歴史をたどる諸
方法の，有効なひとつであることは，もはや，いうにおよばない。作業とし
てはおなじでありながら，前田の語彙史は，語史のいわば関数として意味を
とらえようとし，ここでの表現・意味の歴史は，意味の関数として表現のか
たちをとらえようとする。表現のかたちというのは，語に限定されず，語句
でもよく，文法的形式でもよい。
　前田の構想する語彙史研究は，いうまでもなく，掴語語旧史研究選にもっ
ともよく実現されている。しかし，前田の前後にも，それにならべてよいで
あろう業績がある。前田もしばしばふれているように，宮地敦子（1979）『心
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身語彙の史的研究』は，そのもっともよくまとまったものである。宮島達夫
（1987）『雑誌用語の変遷』は，林大（1964）『分類語彙門下によって意味分
野を設定することにより，近代・現代の期間のうちでながら，広汎な語彙・
表現をあつかうことに成功している。また，平語地理学には，いちじるしい
成果があるとみうけられる。言語地理学は，さきの前田（1967）にもあると
おり，柳田国男鵬牛考』のような古典的名作においてそうであるように，
もともと，意味に対する語ないし語形の変遷をたどるものである。国立国語
研究所『日本言語地図』以来，文献による国語史と関連させた研究が，とみ
にさかんにおこなわれるようになってきている。そうした研究文献をあげる
ことは，もはや一切省略にしたがう。現代語＝古代語辞典は，雷語地理学の
成果をもとりいれ，同様に位相論の成果をもとりいれるならば，日本語総体
の表現の辞典へと展開することになる。
　（3）古代語作品の現代語訳，古辞書，古代語辞典の検索
　表現・意味の歴史を研究するための資料となるものの第一は，古代語作品
の現代語訳である。（1）節に，『枕草子』の現代語表現のうちの外来語としてか
かげたものは，橋本治（1987年）il桃尻語訳枕草子上』（河出書房新社発行）
からひろいあげてある。そこで，みだしの直後に［1のあるものは，実は，
本文が［］を本体とし，みだしが振り仮名となっている。
　そこには文脈をしめすことをしなかったが，古代語作品の現代語訳の利点
は，ある表現が，他のどのような表現とともに，どのような意味をになって
いるのか，具体的に了解することができるところにある。もとより，古代語
作品のその古代語を，ただちに表現・意味の資料とするのが，正蜜であるよ
うにおもわれそうである。しかしながら，古代語には，文献学的解釈がとも
なわなければならず，その解釈の総決算が，解釈者の言語への全訳であると
かんがえられるのである。すなわち，萩谷朴（1977年）　il枕草子上S（新
潮社発行，新潮B本古典集成）は，本文の注釈に先行研究を参照することに
ついて，つぎの発言をしている。
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「本文解釈の総決算たる全訳を附したものでなければ，その解釈の当否を最
終的に判断することができない」（p．14）
　言語作品が全体で作品として成立しているのならぼ，言語分析も，作品全
体について実行するのが理想である。そのための道具として，たとえば文脈
つき用語索引KWIC／KWOCを作成することもかんがえられるであろう。つ
ぎのみひらきにしめしたのは，源氏物語柵壷の冒頭部の，円地文子現代語訳
il源氏物語2（1980年，新潮社発行，新潮文庫）と玉上琢弥校訂原典i源氏物
語』（1964－1975年，角川書店発行，角絹文庫）とのKWICを対照させたも
のの，一部である。左ペイジが現代語訳であり，その用語Key　Wordについ
て，出現して表記されたかたちのまま，便宜JIS漢字符号の番号の順序にし
たがって，排列してある。最上行「揃って」は，右ペイジの最上行をたどり，
古代語原典において「うち具し」と表現されているとしられるのである。表
現をどのように分節してゆくかを決定し，源氏物謝の現代語訳および原典
の全文を処理して，五十音順に排列する，といった作業は，もっぱら労力と
時間とにかかわる問題である。
　古代語作品の現代語訳を検討するについては，しかし，現代語のがわの問
題と，古代語のがわの制約と，ふたつのことをかんがえておかなければなら
ないであろう。
　現代語のがわの問題というのは，現代語として翻訳しうる表現には多様な
ものがあり，いまそこにみえている翻訳がもっとも適切であるか，というも
のである。この問題が端的にみえるのは，現代語訳をいくつかならべてみる
ことができるときであり，翻訳者によって表現に相当のひらきが生じるもの
であって，どのような語彙・文体などに照準をあわせるか，なんらかの選択
の基準が必要となるのである。『源氏物謝の種種の現代語訳をめぐるくだん
の問題については，石井久雄（1986）に直感的な指摘があり，蓮見陽子（1991）
に数量的な分析がある。翻訳がひとつしかないとき，あるいはいくつかあっ
たにしても，その翻訳の表現が適切であるかいなかを，つねに判断していな
ければならないかもしれない。
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　翻訳にどのような抑剃がはたらくか，現代語への翻訳については検討され
ていないようであるが，江戸時代における江戸時代下すなわち当代語への翻
訳については，検討がなされている。林巨樹ほか（198G）は，本居宣長『古
今集遠郷の当代語訳について，つぎのように指摘している。
「なんらかの目的で伝達の機能を果さんがために口語文を綴るのではない以
上，純粋の口語でなく，原歌からの訳文［うっしぶみ］という制約をもつ。原
歌を捉え対象化し，それにふさわしい口語を宣長のなかで構成しなおすとい
う一種のフィルター（濾過過程）のかかったものであるかぎり，真に生きた
口語の姿とは言いがたい。」（p．143）
また，古代文芸作品の翻訳ではなく，雅語辞書の，雅語解説に相当する俗語
をめぐってであるが，湯浅茂雄（1988）は，鈴木朗『雅語訳解』の俗語につ
いてつぎのようにいっている。この方針は，『古今集遠鏡雲をうけつぐもので
あるという。
「もとより，雅語の俗語訳という作業は，知的な，また，内省的な雷語生活
の所産であり，そこにあらわれる俗語が，そのような言語生活の質に即した
位相を持つのは当然であろう。その位相性とは，一つには，……，学問の世
界のものとしての通用性ということが考えられる。……，なるべく広い地域
に通用する標準的な俗語が要求されたのであろう。また，これと表裏するが，
文語，とりわけ，雅語に対するものとしてのふさわしさ，品格の点が考えら
れる。……，まさに現前する生の俗語よりも，やや日常性から離れた保守的
な層の俗語が選ばれやすかったものと考えられるのである。」（pp．174－175）
　ついでをもって付言する。うえに引用した萩谷蹴草子上』が，その引用
のすぐまえに，つぎのように翻訳の理想としていっているのは，あきらかに
いさみあしである。
「流暢な現代口語訳であると同時に，原文の語数や順序を加減も顛倒もせぬ
逐語訳をという理想を実現する」（p．12）
　なお，現代語作品の一作品全体にわたる言語分析というものが，どのくら
いなされているのか，しるところがない。古代語の研究は，一作品の全面的
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び宏であぢだ♂鏡在マ満親騎丁9Ugfσ’揃ぢそマ…ぼなやが≧ヒ笹を張ぢている家がら天丙ざ
た。歴とした更衣として、　IO190563他から　立てられるはずであったし、自身もそれに
な様子かとB柄の立つのを10181508待ちかねて、　急いで召し寄せて御覧になると、被
御方」と世間でも重く見て1919G104大切に　お仕え申しているが、この新しい御子の輝
は一の御子を表向き一通り16190208大切になさるけれども、　この若宮は格別御秘蔵に
め百：ξを蓋ろぞU涜3曹交の”fO翻？騨夫羅ぎぼ”石ろでて毒ぢぞびだがマ海樽の北の芳ほ
のとも思われぬほど蘂しい1018王502男御子を　この更衣はお生みになった。帝はどんな
く御飯にあがっていられる10170606中に、　さして高貴な身分というではなくて、帝の
ることひとかたではない。10171eo4朝夕の　宮仕えにつけても、始終そういう女人たち
と、引墨の悶ながら世にもIG181605珍しい御器璽である。一の御子は右大臣の女御が
ほマ’gのぼど知ぢぬ麦ま”ど1贋物8石ざ爪1ま’じぎじぞ’“妬ま瓢ざじく’響ぞめびぞ乏再じぐら下
ていられるのであったが、
ばかりであるが、唯一つ、
母君の御息所も、もともと10190402帝のお側にいてお身の周囲の御用を足す
な身分というではなくて、
10190602帝が　御寵愛のあまり無理にも側に引きつけてお麗
lG180505帝の　御愛情の世に類いないまで深く濃やかなのを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上宮仕え
IOI70704帝の御寵愛を一身に鍾めている　ひとがあった。／
め萸表ほお窮み1ごなぢ篇匿一了Ofaご5蕊’帝ほ”－噛どrcな様芋がど臼柄め理づめを得ちがねで；”
ば里下りの度重なるのを、1017玉2G7帝は
較ぶべくもなかったので、IG19G204帝は
から事が起って、ついには10180107天下の乱れとなるような、
なのであった。／上達部や101716G2殿上人なども、
知層らゐ菱まど爪ほUぎじで’沁扁舟σy‘妬ま測る’じぐ…雫そ：あびどど同じぐちいマ曹幽ま’だぞ詞ま
寵愛ぶりですな」「左様、10180102唐土でも、　こういう女の間違いから事が起って、
ってfこれこそ闘違いなく19181708東営に立たれる　御方」と世間でも重く見て大切に
れるようになってくると、10180405当の更衣の身にすれば、　食きづらく、居たたまれ
て妬まれるし、そのひととIOI70993問じくらい、　またそれより一段下った身分の更衣
ぢ泥E’帯ぼどんな様子がど’憩丁8拓併”勤修の立づめを’”褥ちがみぞζ’葱いで智℃寄1ぜで御
かに世を張っている家から1δ189905入内された　方々にも劣らないように、御所での購
さの増さる御様子で、人の10171307批難など　一切気にかけようともなさらない。まつ
世のものとも思われぬほど10181496美しい　母御子をこの更衣はお生みになった。帝は
ったので、帝は一の御子を1019G206表向き　一通り大切になさるけれども、この若宮は
がなめ：を籟みめ綱どUそて…τ618U6砺噛蓑逼ぼ…こめ王なてみやびやがに見え噛る後平め馬入
もあったろうか、だんだん10玉71201病いがちに　なってゆき、何となく心細そうにとも
も、次第にこの話になると101716e5不服らしく　眼をそらすようになって、「いや、ま
を、帝はやるせないまでにIO1713M不欄なものと　思召され、いよいよいとしさの増さ
仕えの日々を送っていた。1018G706父の　大納言はもう亡くなっていたが、母親の北の
がぎ乱しマ’ぞめ度に浪み：を幽曹Tek’711b5一’資うこ’どの”’積雲∫；うもち『だだめでもあぢだぢう『がご
、当の更衣の身にすれば、
ることもひとかたでない。
はもう亡くなっていたが、
やるせないまでに不平なものと思召され、い
一一ﾌ御子を表向き一通り大切になさるけれど
　　　　　　　　　よろしからぬことがあ
　　　　　次第にこの話になると不服らしく
そはと心驕りしていられる10170804方々からは、
ぢ哲～る蒙がぢ入内ぎれだ’描8繭ざ芳：晒こも…劣膠なτ～よ’う幽にご’御筋であ晴貿め母式め
ていた。父の大納言はもう101807G9亡くなっていたが、　母親の跳の方は由緒ある家柄
亡くなっていたが、母親のIG180802北の方は　由緒ある家柄の出の折羅正しいひとであ
も心を配って、けっこう、lO181101万事に　そつなく取りまかなっていられるけれども
たが、帝が御寵愛のあまり101906e4無理にも　側に引きつけてお置きになりたいばかり
琶～わ早り輩‘こもなりぞうな一r31？丁ξU7一懸ヒ立づ¶’御慈Uみ労置の噛ぞあぢだ『7王辛辛や殿
することばかりであるが、10180594唯一つ、　帝の御愛情の世に類いないまで深く濃や
ていたが、母親の北の方は1018G803由緒ある　家柄の出の折冒正しいひとであった。現
取り沙汰して、玄宗皇帝が10180308差響妃の　色香に溺れて、屡を傾けた例などまで引
ないまで深く濃やかなのをIO180604頼みの綱として、　表画はこの上なくみやびやかに
なて下平ぞう’にどもずれぼ’憩丁質2看ビ里下りの穫璽なるのをて8…帯ぼや：るぜなてv§ぎぞに整
える後宮の女人たちの間に1618G704立ち交って　宮仕えの道々を送っていた。父の大納
とした更衣として、他から10190504立てられるはずであったし、　自，身もそれにふさわ
しいひとであった。二型、10180809両三揃って、はなやかに世を張っている家から入
唯一一っ、帝の御愛情の世に10180602類いないまで　深く濃やかなのを頼みの綱として、
101805G1聞きづらく、居たたまれない思いのする　ことばか
10190310母鴛の　御息所も、もともと帝のお側にいてお身の
1018G801母親の　北の方は由緒ある家柄の出の折目正しいひ
　　　　　　　　　　　身のほど知らぬ女よと爪はじきして
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てマて買にUべめ天の5親置1麓6δ乙nr’5ぢ翼’じぐ…畠iぎUあ泥『りそ1花やがなる《世1め’おぼえ
べききはにはあらざりき。10261409おぼえ　いとやむごとなく、じゃうずめかしげれど
生まれ給ひぬ。いつしかと10260906心もとながらせ給ひて、　急ぎ参らせてご覧ずるに
疑ひなき儲けの愚と、世に10261113＿＿　もてかしづき闘ゆれど、この御にほひには並び
らざりければ、おほかたのle261207やむごとなき御思ひにて、　この看をば、わたくし
み紀そ蒙醒じら’び籍ぶび交の’TO鶉偽nガ天絹言噛ぼ…なぐな万そマ母ヨピめ労なむマ’由あ幽る’にで
む、世になく溝らなる玉の1926G808をのこ御子さへ生まれ給ひぬ。いつしかと心もと
御更衣あまた侍ひ給ひける16250606なかに、　いとやむごとなききはにはあらぬが、す
たちは、まして安からず、1G251⑪OIあさゆふの　宮仕へにつけても、人の心をのみ動か
急ぎ参らせてご覧ずるに、　IG261003めづらかなる　ちこの御かたちなり。一のみこは右
だ’サ∵マ甜ざまuぎものに’r6鶉u師ε曹お1どじ凝∫’辱’そねみ籍ぶ♂荷じぼどじそiれ’よ’り下艦め
、じゃうずめかしげれど、
はしたなきこと多かれど、
事かぎりなし。はじめよりIO261404おしなべての
となききはにはあらぬが、
10261504＿　わりなくまっはさせ給ふあまりに、さるべき御
1e251707かたじけなき　御心ばへのたぐひなきを頼みにてま
　　　　　　　　　　　うへ富つかへし給ふべききはにはあ
10250703すぐれて時めき給ふ、　ありけり。はじめよりわれ
ご御子一さ：尺笙まれ籍びぬU…ro2面9百3”二…’C～ろ’じがど心も乏ながぢぜ給びてマ『急ぎ参ぢぜ
心ぼそげに里がちなるを、
ふべくもあらざりければ、
かSる事の起こりにこそ、
てなしなり。かんだちめ、
le251109　　あかずあはれなるものに思ほして、くいよs・lG261203＝　おほかたのやむごとなき御思ひにて、この需を
10251504世も乱れ、　あしかりけれ、と、あめのしたにも、
19251306うへ入なども、　あいなく目をそばめっx、いとま
あざま℃’ぎもめにおどて：あ”櫛窃σ9Urそねみ給ぶξ’…¶両℃ぼど∵”それZ一　’b’下膳の萸衣だぢ
ばゆき人の御おぼえなり。
にて、寄せ重く、
きいでつべくなりゆくに、
のにおとしめそねみ給ふ。
疑ひなき10261106儲けの
10251408もろこしにも、　かsる事の起こりにこそ、世も乱
　　　　　　　　君と、世にもてかしづき聞ゆれど、この御
lG251702　　いとはしたなきこと多かれど、かたじけなき御
1G25G903同じほど、　それより下膳の更衣たちは、まして安
ご面忘さ’ぺ笙まれ総ひ凝”鵬26UgU5’いっしがど”心も乏ながらぜ給びで＝’葱ぎ参ら一ぜで
花やかなるく世のおぼえ＞18260406＿御かたs“・にもいたう劣らず、なにごとの儀式
ほして、〈いよx・〉人の1G251208そしりをも　えは“からせ給はず、世のためしにも
りや深かりけむ、世になく1026G806濤らなる　玉のをのこ御子さへ生まれ給ひぬ。いっ
ふべくもあらざりければ、　10261205＿＿　おほかたのやむごとなき御思ひにて、この君を
べのた’ぐ’びなぎを頼み泥そ”憩麓田U5惣二二…顧ま’じぢび籍ぶ5’交の天納蓄ぼなてな’りそマ酌母；北
つもりにやありけむ、いとIG251103あつしく　なりゆき、もの心ぼそげに里がちなるを
　　　　　　　　　　　　1G251309あいなく　目をそばめっx、いとまばゆき人の御おんだちめ、うへ入なども、
げに里がちなるを、あかず1G251202あはれなるものに　思ほして、〈いよs・〉人のぞ
　　　　　　　　　　　　lG26G301父の　大聖上はなくなりて、母北の方なむ、由あるを頼みにてまじらひ給ふ。
め心を奨み動がuマ恨みを一一1’92‘5ToTr資ボ雫ろ’も’り¶にやあ’り行’むこL慌どあづ』じぐな’り’ゆぎ
きいでっべくなりゆくに、
しづき給ふ事かぎりなし。
父の大納言はなくなりて、
われはと思ひあがり給へる10250804繍かたs“・
花やがな曽るで遷iめおぼえ一」一To26御器御が光ママにも畠”τ涜’う劣ぢずぐ嘔なにごとの儀弐を
じらひ給ふ。父の大即下は102603G4なくなりて、　母北の方なむ、由あるにて、くいに
の大納言はなくなりて、母102603G6北の方なむ、　由あるにて、くいにしへの人の〉親
らず、なにごとの儀式をも10260512＿　もてなし給ひけれど、とりたててはかs“・しき
、じゃうずめかしげれど、1G261506わりなく　まっはさせ給ふあまりに、さるべき御あ
琶の光あ’じにもなり滋尺ぎ’YO窃丁3Uぎ’二…御も’ぞなUなぢご’カ＝マ刃だぢめぞうべ：尺’な’ども∵甲
はしたなきこと多かれど、
くなりて、母北の方なむ、
もてなやみぐさになりて、
10251703いとはしたなき　こと多かれど、かたじけなき御心
102614GI　　はじめよりおしなべてのうへ宮つかへし給ふべ
10260305母　北の方なむ、由あるにて、くいにしへの入の〉
　　　　　　　　　、　めざましきものにおとしめそねみ給
き御心ばへのたぐひなきをIG2601G4頼みにて
な万ゆ琴マ曽も’め心ぼそげビ”Ta商工再9顧里がちな一蓄を幽幽”’あがずあばれなるもめ≧ヒ思ぼuで
へのたぐひなきを頼みにてle260i12まじらひ給ふ。　父の大冠雪はなくなりて、洋楽の
はにはあらざりき。おぼえ10261501いとやむごとなく、　じゃうずめかしげれど、わり
にて、くいにしへの人の＞10260313綿うち具し、さしあたりて花やかなるく世のおぼ
、かたじけなき御心ばへの10260102たぐひなきを　頼みにてまじらひ給ふ。父の大納言
10251706　　かたじけなき御心ばへのたぐひなきを頼みにて
1026G307由あるにて、　〈いにしへの入の〉構うち具し、さ
10251605楊欝妃の　ためしも、ひきいでつべくなりゆくに、
　　　　　　　　　まじらひ給ふ。父の大納言はなくなりて
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分析が基礎をなしているようにみうけられるが，現代語の研究は，そうなっ
ていない。それぞれの理由があるにしても，現代語の研究にも，一作品の全
画的記述の体のものがあってよhのではないかとおもわれる。文脈つき用語
索引といったものは，その研究の道具となりうるものである。吉野語作品の
現代語訳という，いわば特異といってもよい一局面の，その現代語について
の研究でも，伝統を継承するためにどのような表現体系がいま必要であるか
を，おしえることになるであろう。
　古代語作品の現代語訳にかかわる，古代語のがわの制約は，現代語に翻訳
される古代語作品が，文芸におおきくかたよるであろう，すなわち古代語も
その範囲に限定されるであろう，というものである。しかしながら，いわゆ
る古語辞典について，小松英雄G985）がつぎのようにいっている。
「過嚢の田本語を対象とする辞書は，目的に応じてエつの類型に分けること
ができそうです。仮に名づければ一つは古代語辞典で，古い日本語の姿を示
すために，漢文の訓読に用いられた語や古辞書の和訓などを豊富に収め，語
源解釈にも力が入れられるものです。もう一つは古典用語辞典とよぶにふさ
わしいもので，古典文学作品の用語を収録し，その読解に役立つことを目的
とするものです。現在の古語辞典の類のほとんどはその点についての性格づ
けがあいまいだといわざるをえません。」（p．3）
現代語＝古代語辞典も，当面の目標として，現代語・・古典用語辞典を設定す
ることは，ありうることである。研究のありかたとしても，訓読語や記録語
をしぼらくおいて，文芸作品用語に目標をしぼるということは，当然にあり
うることである。
　さて，以上のように問題をかかえてはいるが，その聖代語作品の現代語訳
を利用した研究として，宮島達夫（1980）がある。現代語訳における動詞＋補
助動詞の内容が，古典文芸作品においては，動詞＋ゼロ，ないし動詞＋助動
詞で表現されている，ということに着翻し，文法形式のとりあつかいに注意
を喚起している。ただし，おなじ著者のものとして，むしろ宮島達夫（1979）
のほうが，かえりみらるべきであろう。『共産党宣雷諺の歴代の日本語訳をな
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らべ，用語・文体など種種の観点から対照して，変遷をとらえるにおよんで
いる。原文が他言語であるが，種種の翻訳を対照する点において，古代語作
品の現代語訳を検討するうえに，参考となるのである。鈴木町（1988）は，明
治初期というきわめて限定された期間の，一原典からの多種の翻訳を対照し，
表現の多様性をしめしている。
　なお，古代語作品の現代語への翻訳というような行為は，現代においての
みおこなわれているわけではない。ひとつの原典について，時代時代に当代
語に翻訳されたものをつみかさねてゆくならば，それなりの表現の歴史がた
どられることになるであろう。その原典は，古代語作品である必要はなく，
いまふれた宮島あるいは鈴木のように，他半語作品であってもよい。漢文訓
読の歴史は，日本語の歴史におおきな地位をしめているから，それをたどる
ならば，表現・意味の歴史にも寄与するものがあるとかんがえられる。ただ
し，訓点語研究の現段階では，たとえば月本雅幸（1987）の総括にしられるよ
うに，訓読の歴史は「訓法」の歴史としてとらえられているとみうけられ，
また，漢文訓読が現在も文語でおこなわれていることに，端的にうかがうこ
とができるように，調読の表現の推移は，一般の表現の推移からおおきくは
なれてきているのかもしれない。
　つぎのようなものもある。いずれも，一一方に，ラテン語・ポルトガル語・
スペイン語原典から中世語に翻訳されたものがあり，他方に，やはり原典に
もとづいて現代語に翻訳されたものがある。
　・松岡　洗司・三橋　　健（1979年）　コンテムツス・ムンヂ。勉誠社発行。
　　池谷　敏雄（1984年）　キリストにならいて改訂版。新教出版社発行。
　・魏井　　孝・H．チースリク・小島　幸枝（1983年）　日本イエズス会版
　　　キリシタン要理一その翻案および翻訳の実態　　。岩波書店発
　　行。
　・大塚　光信（1986年）　コリヤード繊悔録。岩波書店発行，岩波文庫。
　・小島　幸枝（1989年）キリシタン版『スピリツアル修行』の研究
　　　「ロザイロの観念」対訳の国語学的研究　資料篇。笠間書院発行，笠
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　　　間叢書214。
　・鈴木　　博（1985年）　キリシタン版ヒイデスの導師。清文堂発行。
　　近松　洋男（199G年）　キリシタン版「ヒイデスの導師」の原典的研究。
　　　思寝閣出版発行。
複製・翻刻・翻字・翻訳は，ここにかかげたものばかりでないことはいうま
でもなく，ひとつの作品についても，ほかの作品についても，さらにあげる
ことができ，大要は福島邦道（1973）についてしられるであろう。その福島は，
コンテムツス＝・ムンヂについて，現代語での翻訳の別のひとつである木沢
章・呉茂一（1960年）ilキリストにならいて』（岩波書店発行，岩波文庫）とく
らべ，「その訳し方は，キリシタンのも現在のもほとんど同じで，原文に忠実
な訳である」（p．38）といっている。しかも，現代語での翻訳が，中世語での
翻訳の影響を受けていることは，おそらく，ない。現代語羅古代語の対照な
いし表現史のために，キリシタン資料は，特溺の有用性をそなえているといっ
てよい。
　（＊）
　漢文訓読を利用した表現・意味の歴史の研究がなりたつとするならば，漢
文訓読を圧縮した古辞書あるいは音義を利用することによっても，研究がな
りたつのではないであろうか。漢字字書においては，漢字が一応一定した意
味をにないつづけているから，その字訓の時代的推移は，表現の歴史にほか
ならない。漢字が雅語や他言語にいれかわっても，事情はかわらないであろ
う。その予想のもとに，（1）節の「さわがしい」の記述は，古辞書の用例をし
めしてある。
　古代の漢字字書は，しかしながら，たとえば類聚名義抄が典型的にそうで
あるように，和訓の集成をむねとしていて，やはり，文脈をもつというには
はなれている。字義も，字書に説明されているのではなく，その和訓を符牒
として了解せらるべきものであるから，結局，当の和訓の意味するところは，
直感的なところでしか理解しえない，あるいは，ほかの資料とあいおぎなつ
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てしか理解しえない，ということになる。この制約は，もとより，漢字字書
についてにかぎったことではなく，雅語・古言の辞書など，語と語との単純
な対照を基調とする対訳辞書についても同様である。そのような辞書の和訓
などは，また，先行する辞書から影響をこうむるのがつねであり，いつの時
代のものであるのか，考証を必要とすることになる。
　一管辞謝は，下学集・節用集などの影響をうけているかもしれないが，
その影響のうけかたは，日本の辞書の相互のあいだのものとは質をことにし
ているであろう。また，日葡辞書は，いうまでもないことながら，ポルトガ
ル語による意味の説明があり，かつ，使用例がそなわる。日本の古代の辞書
がおおくもつ欠点は，克服されていると評価してよいとかんがえられる。し
かも，この辞書の解説部分に現代語訳があらわされたことは，中世日本語と
現代日本語とを直接に対照することができる便宜があたえられたことを意味
する。いま，土井忠生・森田武・長南実（1980年）『邦訳日葡辞書』（岩波書店
発行）の解説部分からキーワードをぬきだし，そのキーワードから日葡辞書の
もとのみだしを検索することができるようにしよう。このキーワードは，い
うまでもなく，現代日本語であり，もとのみだしは中世田本語である。邦訳
日葡辞書の留頭についてくだんの作業をおこない，キーワードを五十音順に
ならべたうえで，その一部をしめすならば，つぎのみひらきのようになるで
あろう。はじめのほうにある「あらう［洗］」についていうならば，邦訳田干
辞書で大野つぎのようであった部分を，みられるようにくみかえたのである。
《》内は，現代臼本語，すなわちもと中世ポルトガル語である。
　　浴び，ぶる，または，びる，びた　《体を洗う．》　例，湯，水を浴ぶる　《湯
　　か水で身体を洗う．》（p．7）
中世近世の交にあらわれた，キリスト教関係の日本語辞書は，いずれも，表
現史の研究のために，有用である。ただ，邦訳日葡辞書のような現代語訳が
ないために，他言語を媒介として古代語をさぐらなければならず，その点が
厄介である。
　古代の辞書を利用して，表現・意味の歴史の研究をすすめるときに，利点
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あぶる繊3①あぶ・る［剣「侮か物を火に当てて一る：・：火で物をあぶ・る」．
②（人を生きながら災る．・火灸りにする．）あぶりころ・す〔災殺］．
③（災って乾かす．〉あぶりから・す［門歯，あぶりかわか・す［災乾Lあぶりかわらが・す〔炎乾Lあ
　　ぶりかわら・ぐる［災乾］．
④（炎って焦がす，または物を焦げるようなぐあいに表る．）あぶりこが・す［撮焦］．
⑤（豆を材料として生チ一一ズのように作ったものを切って，火で灸つたもの．）あぶりだうふ［爽豆
　　腐］．
⑥（葉の大きな海藻の一種を災つたもの卑語．〉あぶりこぶ繊昆布3．
⑦滴った魚．）あぶりいを〔災創．（優った言いかた．）やきいを面恥．
⑧旧った物．）あぶりもの［旧物］．
⑨（災つた米の餅．）あぶりも規麦餅］．
あふれるε翻　（時に．）あば・く．
あぶれる［爽］あぶ・るる［奥］．
あみ［網］①（魚を捕る網を引く所．）あば［網場］．
②（撒餌場［まきえば］のような場所で，爲に網を打ちかけたり潟網を仕掛けておいたりする所．）
　　あば［網場］．
あむ騙｝　（竹で編んだ道具で，茶その他の物を入れて煎るのに使う．）あぶりこ［爽籠，．
あらう［洗］　（体を洗う．）あ・ぶる，または，あ・びる［浴］「湯か水で身体を一う：湯，水をあ・ぶ
　　る」．
あらす慌］　（自由に出て来ては，そこらを荒らす．）あば・るる［暴］「猪が野原や昭畑に自虫に出て来
　　ては，そこらを一すZ・猪［しし］があば・るる」．
ありあまる賄余】　（時に．）あば・く．
あれはてる［荒果］　（家が荒れ果てて自然に壊れる．余り用いられない．欠奴動詞．）あば・るる慌1一・
　　崩れる．
いる［煎｝　（竹で編んだ道具で，茶その飽の物を入れて煎るのに使う．）あぶりこ［炎綱．
いる［燐　①あぶ・る〔炎］「ある薬とか茶とかなどを一一る”薬，または，茶をあぶ・る」．
②（油で揚げた，あるいは，油で煉りつけた物，）あぶらい贋油滴］．
うお［魚］　（旧った魚，〉あぶりいを［災魚］．（優った雷いかた．）やきいを〔焼魚］．
かいがら［貝殻］　（行灯の中に据えておく，油を入れた瓢，貝殻，土器．）あぶらつき［油蓋］．
かけまわる［駆［醐　（あちらこちらを駆け駆りながら，隊列を乱して敵に襲いかかること．）あばらが
　　け慌駆3。
がさつ　（話しぶりなどが軽率でがさつな入．）あばけもの［餐］．
かみ［紙1　（油を塗った紙，荻たは，それで作った潭紙で，雨よけや防水の用に使うもの．）あぶらがみ
　　［波紙］．
かわかす［乾］　（災って乾かす．〉あぶりから・す腺澗］，あぶりかわか・す［奥乾］，あぶりかわらが・
　　す［計画］，あぶりかわら・ぐる［災轍．
かんそうする［乾燥｝　（茶，薬，その他の物を火で乾燥する，すなわち，水気を除く．）あぶりはしゃが・
　　す［災1．
きけん［危陶　（危険である（もの），あるいは，危険にさらされている（もの）．）あぶない脆しあぶな
　　さ〔危］．あぶなう［危｝．
くずれおちる［崩落］　（家や壁などで壊れて崩れ落ちた（もの〉，あるいは隙間のできた（もの〉．）あば
　　ら慌｝縛捕れる．
くずれおちる［崩糊　（壌れて崩れ落ちた古家。）あばらや慌麗］．
くずれる［崩］　（家が荒れ果てて自然に壊れる．余り用いられない．欠如動詞．）あば・るる慌1「家は
　風によって一れ．雨によって腐る＝・家li風にあば・れ，雨に朽つるJ．
〈蔑鰯　（油を入れておく管，あるいは，竹筒．〉あぶらつつ［油筒1．
くっつく附1　（体の汗や脂肪が着物などにくっつく．）あぶらつ・く［fitl付］．
けいそつ［軽率］　（話しぶりなどが軽率でがさつな人．）あばけもの［者］．
げきする［激］　（しつけが悪く態度が乱れていて，性格が激しやすいような者．）あばれたひと曝人］，
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あばれもの［暴削．
こえる［E巴1
　　→脂肪．
こがす［鯛
ごきぶり
こげる［焦］
（脂肪がつき，肥えてつやつやしている．〉あぶらぎ・る1脂｝，または，あぶらき・る［脂］
（炎って焦がす．）あぶりこが・す［炎焦］．
あぶらむし［油虫］．
こわれる膿］
　　れる．
②（家や壁などで割れて崩れ落ちた（もの），あるいは，隙問のできた（もの〉．）あばら慌｝「垣や壁が
　　一一れているので，いたる所から風が吹き込み，繭が降り込む＝垣，壁あばらにして雨，風だま
　　らぬ」．（副詞．）あばら1：［；ff］．
③（壊れて崩れ落ちた古家．）あばらや慌屋］．
こんぶ［昆布〕・　（葉の大きな海藻の一種を削ったもの．卑語．）あぶりこぶ［炎昆布］．
（物を焦げるようなぐあいに爽る．〉あぶりこが・す［災焦］．
①（家が荒れ果てて自然に壌れる．余り用いられない次如動詞．）あば・るる［荒］→崩
さしいれる［差入1　（油を差し入れる．〉あぶらをさ・す［油差｝，すなわち，あぶらをつ・ぐ舳注］一・
　　あぶら［油］．
さら［副　（行灯の申に据えておく油を入れた皿，翼殻，土器．）あぶらつき［油劃．
さわぎたてる［騒立3　（子供が跳ね点るときなどのように，騒騒しくてむちゃくちゃである，）あば・る
　　る［暴］「この子供がこんなに跳ね回って一てるのには，何とも乎の下しようがない・・この童部
　　1わらんべ］があば・れてたまらぬJ．
しつけ　①（しつけが悪く，素行がよくないなど，だらしのない者．）あばれもの［験者｝，
②（しつけが悪く，態痩が乱れてv・て姓格が激しやすいような者．）あばれたひと曝人］，あばれも
　の〔暴刻．
しぼう［脂肪］①（動物性の脂肪脂肪油，油脂，バター，ラード，など．〉あぶら［脂］　「植物1生の油のよ
　　うに，体から出る一や汗二身のあぶら」→油．
②（脂肪がつき，肥えてつやつやしている．）あぶらぎ・る［脂］，または，あぶらき・る［脂］「一が
　ついて肥えている人：あぶらぎ・つた，または，あぶらき・つた人」f一を含んだ湯や汁＝あ
　ぶらぎ・つた湯，汁，など」．
③（体の汗や脂肪が着物などにくっつく．）あぶらつ・〈［脂付］．
④（着物についている，体の汗や脂肪による染み．）あぶらじみ［油染，型染1→染み．
しみ［染］　（着物についている，体の汗や脂肪による染み、また，広く液による染み．〉あぶらじみ［油染，
　脂染］　「油による一一ができる・・あぶらじみがする」　「油や脂肪の一一を取り去る：あぶら
　　じみを落とす」．
すきま〔隙間］　（家や壁などで，壊れて崩れ落ちた（もの），あるいは瞭間のできた（もの）．）あばらε糊
　　→壊れる．
そうぞうしい［騒騒｝
　　るる［暴］
そうだ
そこう［素行｝
　　　（子供が跳ね回るときなどのように，騒騒しくてむちゃくちゃである．）あば・
縛騒ぎ立てる，しつけ，走り圓る，荒らす．
（入の言ったことに，謝意したり建賊したりする時に，答える助辞．）ああ．
（しつけが悪く，素行がよくないなど，だらしのない者．）あばれもの［暴者］．
たいど〔態度］　（しつけが悪く，態度が乱れていて，性格が激しやすいような者．）あばれたひと［野人］，
　　あばれもの〔暴餐］．
たけ［竹｝　（竹で編んだ道具で茶その他の物を入れて煎るのに使う．）あぶりこ腺寵］．
たけつつ［竹簡］　（油を入れておく管，あるいは，竹筒．〉あぶらつつ［油闘．
だらし（しつけが悪く，素行がよくないなど，だらしのない者．）あばれもの曝者］．
たる［樽］　（油の樽．）あぶらだる［油樽］，
つける［付］　（油をつける．文書語．）あぶらざ・す［油差］．
つぼ［葡①（婦人が髪につける油を入れておく小さな壷．〉あぶらつぼ［油劃．
②（油入れの壷溶器〉あぶらつぼ［油劃．
つや［艶］　（ある緬工物の表面を充分に滑らかにして磨き上げてから，油で艶を出すこと．〉…一一」
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となるのは，多量の語にかかわる表現がえられることである。たとえば，源
氏物語原典全巻のことなり語数は約2万，それに対して，日葡辞書の項閉数
は約3万である。現代語訳をi整理してえられる現代語の語数も，おなじよう
なものであろう。辞書によってのみしられる，古代語の語は，少数ではない
はずであって，前田富襖（1985）には，つぎのようにいっているところがある。
「編蟷の語史を考える場合には，カハホリが扇の意味で使われたこともあっ
て，文学作品にも比較的例が多く，また，カバホリとコーモリというように
同じ力行で始まっていることもあり，変化を考えやすかった。しかし，頭垢
をどう呼ぶかということになると，辞書以外の例は見つけにくいのである。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．368）
　辞書による研究としては，明治時代の英和辞書諸種を資料の中心において，
翻訳田本語の交替をおった，総郷正明（1976），永島大典（1982），飛田良文（未
刊）などがある。永島は，②節にあげたような前田富襖の研究方法に，もっと
も親近感をもつとのことである。
　（＊）
　古代語研究を集約的にしめすものとして，古代語辞典は期待されるところ
があるであろう。（！）節のはじめにしるした「さわがしい」の項目は，古語辞
典および国語辞典いくつかに適当にあたってつくったものである。特につぎ
のふたつは，古代語の用例すべてに現代語訳が付してあり，（1＞節で現代語文
脈をしめしたものは，その現代語訳を引用しているのである。
　　北原　保雄（1987年）　全訳古語例解辞典。小学館発行。
　　桜井　　満・宮腰　　賢（1990年）　旺文社全訳古語辞典。旺文社発行。
　翻訳が重要であることは，うえに萩谷『枕草子』の主張を紹介したところ
であるが，ここの北原『全訳古語例解辞典』も，序文につぎのようにいって
いる。
「古語辞典の用例文は，その項目の語が実際にはどのように用いられている
かを示すために載せられるのです。しかし，用例文と出典名だけを示すやり
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方では，どの作品のどういうところに用いられているかということは分かり
ますが，肝心の意味がよく分かりません。辞典の用例文は短いものですから，
古典を読みなれている人でも，その意味をよく理解することができない場合
が多いのです。
「現代語訳をつけるということから，思わぬ副次的成果がiiiてきました。全
訳してみると，どうもうまく語釈に合わないという用例文が少なくないので
す。辞典を作っている人にうまく訳せない用例文の意味が，どうしてそれを
引く人によく理解してもらえるでしょうか。そういう不適切な用例文を除去
することができました。」
この発言は，現行の古語辞典一般の信頼1生に，疑問をもたせるものであり，
佐伯梅友・森野宗明・小松英雄（1985年）il例解古語辞典第二版』（三省堂発
行）にも同様の発言があるが，いま，そのことにはたちいらないでおきたい。
　古語辞典にも限界のあることは，いうまでもない。（！）節の「さわがしい」
の記述に，「うるさい」がみえないのは，現行の古語辞典ないし国語辞典に，
適当な記述をみいだしていないということである。
　（2）節にひいた東条il分類方言辞典』・尚学図書『日本方言大辞典掛上村・
島袋『沖縄譜辞典』は，解説部分の検索を実行したものである。他言語＝日
本語辞典にも，日本語の索引をつけたものがあり，たとえばつぎであって，
その日本語の排列はともに五十音順によっている。
　　愛知大話中日大辞典編纂処（1968年）　中日大辞典。刊行会発行，大安
　　　発売。1986年増訂版以降は大修館書店発行・発売。
　　菅野　裕臣ほか（1988年）　コスモス心血辞典。白水社発行。
中野洋（1989）は，英和辞典の解説部分の日本語を検索し，そこにあらわれる
表現が，和英辞典に掲載されている表現より，はるかに多様であり有用であ
ることがあると，指摘している。その指摘のようなことが，古語辞典にもあ
るならば，その解説部分の検索は，表現・意味の歴史の研究のために，有用
である。申野は，英和辞典のなかの日本語の検索を，コンピュータをもちい
ておこなっている。コンピュータをもちいではじめておこなうことのできる
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作業であるが，いまや，国語辞典も，辞典そのものがコンピュータ用にも作
成され，検索ソフトウエアも提供されて，解説部分を利用する作業が容易に
なっている。新村出ll’広辞苑』（岩波書店発行）の利用については，佐々木功
昌（1991）および増井元（1991）の紹介がある。ただし，（1＞節の「さわがしい」
の記述では，その『広辞苑』を利用するにいたっていない。
　（4）現代語臨古代語辞典編集上の問題
　以上，現代語＝＝古代語辞典を編集するに際し，準備作業としてどのような
ことがありうるかを，かんがえた。いわゆる古語辞典の，うらがえしといっ
た体のものを，作成しようというのであり，準備といっても，古語辞典の編
集とさしてかわらなかったかもしれない。ここでは，準備作業というよりは，
編集方針とでもいうべきことがらについて，一二ふれておくこととしたい。
そのようなことで，すでにふれたこととしては，③節に，古代語が文芸作品
用語にかたむくことも是としうる，としたことがある。
　辞典の内容にかかわることがらとしては，表現・意味の歴史の研究とどの
ような関係におくか，ということがある。（1）節に，研究の成果を集約するも
のとして辞典を作成するといい，②（3）節でも，辞典作成と研究とを対立させ
るようなことはしなかったから，唐突な問題提起であるとおもわれもするで
あろう。たしかに，辞典作成は，研究を基盤とするものでなければならない。
しかしながら，実は，研究はいつ終了するとしりえないものであり，それに
対して，辞典の作成においては，編集を構想したときに，すでに完成をみこ
んでいるものである。研究がふかさを理念とするならば，辞典はひろさを理
想とし，両者は燐の方向をめざして，なかなかに妥協しがたいようにもおも
われる。そこで，前田富祓（1980a）は，辞典のひろさを評価して，つぎのよ
うにいっている。
一般的に辞書を評価するとすれば，部分部分に非常に優れたところがある
というよりは，不十分な部分でもある程度の水準を保っている，平均的に間
違いが少ないことを高く評価すべきであろう。その点では，辞書に最上を求
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めるべきではない，辞書の良さというのは最大公約数的なものであると言う
こともできよう。」（p．8）
辞典のひろさから，研究がうながされることもあるであろう。研究に完全に
は依存することなく，辞典は，独自に構想されうるのである。その構想を実
現するためには，辞典自体のがわでそれなりに準備を必要とする道理である。
研究を総括することも，おこなわなければならないひとつであり，辞典のが
わからの研究への関係は，そこでつよいというべきである。
　現代語＝古代語辞典の形式にかかわる問題としては，現代語をどのように
設定し，排列するか，ということがある。すなわち，みだしの問題である。
②節にふれたように，現代語＝古代語辞典は，類義語辞典の一種であるとも
かんがえられる。すると，類義語辞典がそうであるように，まず，類義の関
係にあるものとして，どのような語の群を設定するか，解決しなければなら
ない。みだしは，類義語のあつまり，ないしそれを代表するものとなる。そ
うして，つぎに，その類義語の群をどのように排列するか，解決しなければ
ならない。排列の方法はふたつあって，すなわち，ひとつには，意味によっ
て，たとえば林大（1964）『分類語彙表決に準じて，排列することになり，こ
のばあい，全町の五十音順索引が必要となるであろう。いまひとつには，群
の代表の音によって，たとえば五十音順に，排列することになり，このばあ
い，代衰とならなかった語には，からみだしをあたえ，また，反義のような
関係にある群とのあいだに，格互参照を可能とするような手段を講ずること
が，必要となるであろう。
　このみだしの排列の問題は，②節にあげた，東条紛下方雷辞典』・尚学図
書『日本方雷干辞典索引掛上村・島袋『沖縄語辞典』のいずれにおいても，
認識されていた。解決はそれぞれにことなるが，いま上村・島袋『沖縄語辞
典醒の関係部分を引用する。
「辞典（本文篇）の利用価値を大きくするために，標準語引きによる索引（索引
篇）を作成した。索引は五十音順による小項目式にした。大項目式や意味分類
式では，索引にまた索引をつける必要があり，また本文の原稿からそれを作
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るのには困難が伴ったからである。」（「編集経過の概要」pp．5－6）
「この索引は本文篇の利用を便利にするために作成したものであって，標準
語引き首里方言辞典ではない。すなわち，この索引篇の見出し語の標準語は，
そこにあがっている首里方言と，意味や用法の上で完全に同じというわけで
はない。……。したがって，この索引篇は，本文篇にでている首里方言を標
準語から見いだすために使ってほしい。本文篇に採録されていない三里方言
はこの索引にはもちろんない。
「見出し語（標準語）は現代かなつかいに従って平仮名で書き，それを五十音
順に配列してある。
「この索引は，本文篇の見出し語に付けた標準語訳をもとにして作ってあり，
小項騒主義である。また，意味による分類をしていないので，同義語，類義
語，反義語や，上位概念と下位概念を表わす語などを，一箇所にまとめるこ
とは原則としてしなかった。したがってこれらの単語は劉々の箇所に別の見
出し語として出ている。……。そこでこの索引を利用する場合，一つの見出
し語に当たることでとどまらずに，その標準語と同義または類義の見出し語
にもなるべく当たるようにして欲しい。ただし，このような不便をできるだ
け少なくするために，……参照すべき見出し語（標準語）を示すように努めた。
「標準語からでは検索しにくいような首里方言については次のように扱っ
た。すなわち，沖縄國有の事物を表わす首塁方言の単語で，それに当たる標
準語がないもの，あるいはあっても，あまり知られていないようなものは，
適当な見出し語のところにまとめてある。
「この索引は標準語と意味的に対応する首里方言の索引であるから，音韻的
に対応関係にある謳でも意味が椙回していれば，この索引からは捜すことが
できない。J（以上，「索引篇使燭上の注意1　pp．6簑一614）
　（1）節の「さわがしい1の記述で，そのみだしに「さわがしい」とあるのは，
代表の語である。その直後に「うるさい，やかましい」とあるのは，現代語
での類義表現であり，排列をどのようにするにせよ，類義表現をしめしてお
く必要はある。そうした類義表現についても，この代表のもとにあるという
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ことを，索引によってにせよ，からみだしにせよ，しらせなければならない。
ここでの記述は，排列の問題にはかかわっていない。
　このほかにも，編集上で解決しなければならない問題は多多ある。たとえ
ば，古代にはなかった概念をどのように処理し，あるいは逆に古代にしがな
かった概念をどのように処理するか。そのようなものを顧慮しないのも，方
針ではあるが，古代語の表現を可能性としてさがし，現代語の表現をさぐる
のも，方針であって，（1）節にしめした，現代語の外来語表現と枕草子の古代
語表現との対照は，その方針によるものである。また，古代語と，出現作品
と，その時代とを，どのように排列するか。時代を設定しない方武もありえ，
（1＞節の「さわがしい」の記述は，かんがえられるひとつにすぎない。また，
現代語を実例中にどのようにいれ，古代語の実例をどこまでしめすか。また，
古代語の初出をおもんずるか，あるいは使用状況をおもんじて衰退までをし
るすか。また，古代語の活用語の代表形をどのように設定するか。また，い
くつかの古語辞典でこころみられているような，研究の成果を注釈すること
を，おこなうか。などなど。しかし，それらにたちいることは，いまはひか
えることとする。
　どのような問題が生じようとも，その解決をあきらめることは，さけなけ
ればならない。われわれは，ただ，和英辞典の水準のみを，おもいえがいて
いるならば，十分である。その編集には，やはり，E体語と英語とのあいだ
によこたわるみぞという困難が，たちはだかっていたであろう。しかしなが
ら，国語学者にとってはまことに残念なことに，増田綱（1974年痔研究平野
和英大辞典第四版』（研究社発行）は，現代B本語の意味分析において，国語
辞典をしのぐことになったのである。
　（＊）
　国立国語研究所がおこなう特別研究の候補のひとつとして，現代語・古代
語辞典を作成するための研究が立案された。しかしながら，大蔵省に予算を
要求するまえ，研究所の要求わくのなかで候補を取捨する段階で，その案は
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おろされた。したがって，研究所内の議論としては案があったことになるが，
研究所のぞとの公的な記録としては，研究所はそのような計画を立案したこ
とがないことになるはずである。もとより，国立国語研究所は，現代語日本
語を学術的に調査研究することを目的とする機関であり，そこにおいて，表
現・意味の歴史を研究することに，どのような意義があるか，是非はとわれ
て当然である。この研究ないし辞典作成の計画が，研究所でふたたびとりあ
げられることは，おそらくないであろう。
　さいわい，立案の学術的背景について，研究報告集に投稿することがゆる
された。すなわち本稿である。研究報告集の内容が，なまえのとおり，研究
成果の報告でなければならないところに，研究計画である本稿がはいってい
るのは，異様であるが，国立国語研究所の従来の研究とは相当にへだたった
計画にも，それなりの準備的検討があったということで，了承をこうもので
ある。また，本文中にふれた先行研究に，研究所のものがすくなくないこと
は，むしろ，本稿の発想が，研究所の研究からへだたっているようで，実は
さしてはなれていないことを，ものがたっているであろう。
　なお，この計画の着想は，立案者の私的な研究対象からでたものであり，
現代語＝古代語辞典があるならばっかいたいという，使用者がわのたちばに
あって，それは現在もかわったわけではない。辞典がないので，やむをえず
作成者がわにたつことになり，かって文部省科学研究費補助金に応募したこ
ともあるが，それもおちた。計画立案における力量不足を感じさせられてい
る。
　（付）現代語窯古代語辞典略解題
　現代語漏古代語辞典およびその先縦のうち，みることのできたものについて，簡略に解題
する。現代語＝古代語辞典としての観点からとらえるので，現在も刊行されているものも，
とりあげる。発行ないし成立の年代の順序で排列するが，書簡の文章の関係は，あとにまわ
すこととする。また，のべかたのつこうで，本文と重複するところもある。あらかじめ目録
をしめしておくならば，つぎのようになる。
　富士谷御杖響詞葉新獅　　　　　　　　　　　　　　1792寛政4年板
　東条　義門『類聚雅俗溺　　　　　　　　　　　　1814文字11年三
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羽山　和動E和歌俳譜　歌語賦金　後編差
　　　　付『普通教育　和文初学』
服部　元彦雛俗俗雅　日本小辞典渥
弾　　琴緒1“俗語雅調』
小田　清雄匿雅俗対訳　国語のしるべ塁
佐々木弘綱が詠歌辞典湛
松平円次郎・山崎　導束・装顛　美善匿俗語糠油
志田　義秀・佐伯　常額細魚類語大辞典露
田沢　景忠『懐中用稲廼門　俗雅辞典爵
横山　青蛾懸歌作文　類藷辞典遷
広田栄太郎・鈴木　粟三ll類語辞典雲
藤井　高尚『消息文例藍
　　　　付冒消息文典曇
黒沢　翁満『雅言用文章』
　　　　付鞘息案文後押
小田　清雄置普通対語　和文消息全謝
三田村楓蔭鱈文対照　書簡文三ケ月速成幽
1883明治16年発そテ
189王明治24年発行
1890明治23年発行
1891明治24年発行
1891明治24年発そテ
1897明治30年発行
王909明治42年発マ『！
1909明学台42年発乎予
1912明治45年ごろまでに発行
1929日召＄目　4　年発子テ
1955H召＄［i　30年発そ『テ
1802享和2年板
1893明治26年発乎「ナ
1849嘉永2年成
1850嘉永3年成
1891明治24年発ヂ7
1907明治40隼発行
富士谷御杖if詞葉新建』
　国立国語研究所に2種あって（ともにW57－2F67），1種はカナモジ会から寄贈された
ものであり，そちらのほうがすりがよい。以下の記述はそれらによる。
　1792寛政4年板。157mmxIG7m阻，1冊。構成は，おほむね3丁，本文106丁。凡例につ
ぎのようにある。
「さきにわか父わか兄。此国のことはをあきらめて。くはしくときおけるふみとも多く。世
にもさやうの書撮しらすあれと。嵜よみしらぬ人の。里署より古言をもとめむに。とみの便
とせむとて。聞おけるかきり。黒言を上とし。古言を下にあてS冊子とす
「いまた歌よみしらぬ人も。此書にむかは㌔おのつから詞にたやすきをしりて。やかて此
道に志をおこすへし
「事にあたり時にのぞみて。つねにいふ詞の。いにしへはいかにかいひけむとしりかたき時
は。やかて讃唱をとり出て。里言の上のもしにつきて。其部をもとむへし
ド古書里言の別は。かんなと片仮名をもてしらす
「今いろはの認をもて部類したるは。古きにいたらむに。ちかきよりみちひかむとてなり
「詞は。万葉集。古今。謹撰。拾遺をもと〉し。後々の集の詞をも。おもひえたるま5をつ
たへられ。猶三十六入集。六帖その外物かたりは。土左β記。うつほ。源氏枕草子。かけろ
ふ。さごろも。さらしななとにとれり。又古事記。賃本紀。古語拾遺。遊仙窟等をもてこれ
を補へり。
「古言の点つきたるは。歌によみつけぬ詞也。た〉これ古き例をしるさせたる也。
「古言一言を。こNかしこに出し。塁言ひとつに。古言をふたつみつもあてたるは。軽重な
とはありなから。義のかよへは也」
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　本文はつぎのようである。「（点）」としたのは，歌にもちいないことをしめすという庵点
である。［1内は傍注。
サイシキエ［彩色画］
サカ［逆］ニクル
サワガシイ
サキタ・セル
サリナガラ
サイチウ
（点）つくりゑ源須
ねぢけたる　ねちけがましき
（点）らうがはしき
（点）うしなふ人ヲ我ヨリ先二死セシメシ也
（点）しかはあれど　（点）さはあれど
時と （78丁表）
「源須」は，源氏物語須磨を出典とすることをしめしている。
　翻刻として，三宅清（1940　c）蟷士谷御杖上鞍5巻ゼ詞葉新馬J，斎藤義七郎（1983痔イ
wハ順を五十音順に配列がえの作歌驚，里言・雅言対照辞書「詞山雪雅遥がある。斎藤の
ものは，俗語見出しを五十音順におきかえたものであるが，いわゆる公刊はされていない
で，原稿の複写が，著養から国立国i語研究所等に寄贈されているのである。福島邦道（1969）
嘘俗語対訳辞書の発達」に，三ケ尻拭の翻刻があると紹介されている。また，山田忠雄
（1981）『近代国語辞書の歩み』（p．501）は，明治期のものとしてしたにふれる小田清雄雛
俗対訳国語のしるべ」の下巻「俗語の雅乱が，この書の単なる活字化であり，羽山尚徳『普
通教育和文初学壽の巻之下「雅俗訳語」が，抜粋であると，指摘している。羽山尚徳響和歌
俳譜歌語粋黒豚，この書の抄出をしていて，ただし，おなじ著者でありながら，ふたつの
抄出内容はことなっている。
　この書についての懸究は，三宅清（1940b），佐藤茂（1956　a），建部一男（1964），（1979），
申村幸彦（1964）が，古典的なものとしてある。佐藤は，あゆひ抄・かざし抄などをからめて，
一連の佐藤茂（1956b），（1957　a），（1957　b）の論考をおおやけにし，多面的な問題がかん
がえられることを指摘している。うえの斎藤の翻刻も，この佐藤の碕究に刺激されているよ
うである。その斎藤の翻刻には序文があり，それもひとつの研究である。
　なお，書名は，ひろく「しょうしんが」とよばれてきているが，福島邦道（1984）は「こと
ばのしんが」としている。かつて，赤堀又次郎（1902），佐村八郎（1904）がそのようにしてい
た。
東条　出門匿類聚雅俗言fi
　影印が三木幸信（1968）議門研究資料集成下巻鼠pp．2543－2707）にある。以下の記述はそ
れによる。
　1814文化11年板。1冊。構成は，凡例等5了，本文47＋26丁。本文の前半は俗語＝雅
語の対照，後半は雅語の索引となっている。凡例につぎのようにある。「・S」はくの字点
である。
「かたかなして、かみにあげたるは、さとびごと、ひらがなして、その下に出せるは、その
かたかなしてあげたる俗言にあたりぬべき雅ごと也、
「つねにおほくつかひて、しれやすきは、懸詞を出せるのみなり、少しふるき例の、いか5“
ともおもはるべきは、源紅葉うつ蔵竹など、注したるもあり、又よろしきほどの入さへ、お
ほくあやまれりと、おぼしきあれば、ついでに、そのよし、ことわれるもあり、
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「俗語にいふは、ただ、ひとことにて、つねに、もちふるさまの、様々なるあり、そは其さ
ま・“》によりて雅言をあっ……、まれ・〉に、其けちめをば、いさ》かつつ、いへるもあれ
ど唯その、かたは・〉をいへるのみなれば、旧しも、それになつむ事なかれ、」
　本文の俗語＝雅語の対照はつぎのようであり，〔〕内は細注である。
　　ザワツイタ　ひた〉けなる
　　ザット　大かたに
　　ザンネン　くちをし汐・“物ヲ惜ム意ヲロをしト云ト心得タル入アリヒガコトナリ］
　　ザワ・〉　さわがし又さわがしう又かしかましう又かまびすしう［ナド云ベシザワ・ts
　　ト云心ノ処二さうX“》敷トカクハ雰ガコトナリ1
　　ザシキサキ　せんざい
　　ザトヲ　めしひ
　　ザンソヲスル　よこす
　　ザル［竹器〕　いざる
　　ザワツク　そよぐ又そよめく　　　　　　　　　　　　　　（俗語＝雅語37丁表）
　三木蟻門研究資料集成下灘は，この影印の解題（p．254のに，「『詞葉新旧一巻は，窟
士谷成寿の目口筆記といはれるが，義目が纐聚雅俗言』を編纂するにあたり，これを参考
にしたのではないかと思はれるほど体裁が酷似してみる」といっていて，まことにそのとお
りである。雅語の索引を付したのが独創であり，雅語に接したときの便をはかったという
ことのようである。
　翻刻は，うえの固葉薪雅とあわせて，三ケ尻浩の翻刻があると，福島「雅俗語対訳辞書の
発達」に紹介されている。研究は，三木幸信（1955）がある。
　羽山　和卿（編），黒川　真頼（閲）懸口歌晶出　歌語二二』
　国立国会図書館にある（特38757）。以下の記述はそれによる。国立国語醗究所にも，後編
がある（W57一一2KA　161，2）。
　初編1881明治14年，後編1883明治16年，三編1886明治19年，ともに東京府，同時舎
発党。3編，153　mm×105　mm，6冊。第三編は，羽由和卿訂正，青木九江三門，故人rPJY広海
原纂となっている。歌書であり，構成はつぎのようである。
（初編）（上）はしがき1丁，凡例1丁，本文（総論，題，実字，などについて）56丁，
　　　　付録（ことばの紐緒）4丁。
　　　（下）隠田1丁，本文（言葉よせ）59丁。
（後編）（上）本文（歌語についての総説，各説）35丁。
　　　（下）本文（歌かたりのはし，雅言と俗語の事，歌申に読み入るべき名所の事，懐紙短
　　　　総詠草のかき様）35丁。
（三編）（上）はしがき2丁，目録・引用書名略記4丁，本文（天の部に用ふべきことば，地の
　　　　部に用ふべきことば，など）40了。
　　　（下）本文（旅の部に用ふべきことば，生類部に用ふべきことば，ことばのしなくさぐ
　　　　　さ，など）27丁。
　この後編下巻の雅語と俗語の事が，俗語旧訳であって，1栂の3分の1，5丁表から16丁
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裏までを，しめている。つぎのような凡例がある。
「雅言［みやびことば］と俗語［さとびことば1と異なる事は皆人の知るところにあなれど。初
学［うひまなび］のうちはそのけちめをさへ辮へで。ま》物わらひとなることのあれば。其し
をりにもといさ5か左にかい集るになん。鯨はもはら斯る事のみをしるせる文もあり。ま
た先覚に就ても問ふて知りね」
実は，詞葉素雅の抄出である。ただし，表記は俗語・雅語ともにひらがなであり，排列も，
みだしの第一字：について，五十音順である。詞葉紙雅にあった，和歌に用いないという庵点
や，そのほかの注記も，はぶいている。
　この編者には，つぎの著もある。なお，編者は，号和協，本名尚徳である。
　羽山　尚徳（編述）階通教育　和文初学」
　麗立国会図書館にある（特33130）。以下の記述はそれによる。
　1891明治24年，大阪府：，松村九兵衛・森本専助発行。179m田×121・mm，3冊。構成はつ
ぎのようである。
（上）題歌（冷泉為紀）1丁，序（黒川真頼）2丁，例言（鈴木要彦）5丁，
　　本文（文章といふ事の大意，文に上世中世近世の差別ある事，仮名遣ひの事，てにをは
　　の事，詞に八種の差別ある事，など）63丁，
　　頭欄（仮名遣ひのしるべ，字音仮字格抄，など）がある。
（中）本文（時令門，天門，地理門，など。作例つき）56丁，
　　頭欄（冠辞，つづく辞から冠辞をもとめるもの）がある。
（下）本文（論説，序蹟，記事，など。作例つき）53丁，
　　頭欄（雅俗訳語，雅語俗解）がある。
　この下巻頭欄の雅俗訳語は，28丁表まであって，その本体の前後に，つぎのような凡例
がみえる。
「これは俗語を雅語に訳せるなり亦いろはを以て分つ但し片仮字は俗語なり」
「日用の俗語数へ尽すべくもなし。以上は初学のために其一例を示すに過ぎず。尚委しきこ
とは。其事を旨と記し〉書を開きて見ね」
　鵠沼『近代国語辞書の歩み違（p．501）は，くだんの雅俗訳語が，詞葉薪雅の抄出であるこ
とをみぬいている。しかし，抄出項冒が歌語壷金とことなり，表記も，こちらでは詞駅渡雅
をおそって，俗語がかたかな，雅語がひらがな，排列も伊呂波順である。詞葉新雅における
注記は，ない。
　さて，ふたつの書から凡例をひいたが，しかし，「鯨はもはら斯る事のみをしるせる文も
あり。また先覚に就ても間ふて知りね」といい，「其事を旨と記し〉書」というのが，どの
ようなものをさしているのか，いまのところ，しることができないでいる。なお，歌語粋金
でも和文初学でも，詞葉新雅から抄出したと，みずからことわることは，していないようで
ある。
　服部　元彦（纂）副帯俗画　Ei本小辞典麟
　鷹立国滅絶究所にあり（413．16Ha　44），また国立国会謹書館にある（7151）。以下の記述
はそれらによる。
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　1890明治23年，東京市，国語伝翌所発行。126　mma×91　mm，1冊。構成はつぎのようであ
る。
　　凡例4頁，文法階梯44頁，仮字格階梯18頁，字音仮字格階梯等18頁，
　　雅俗H本小辞典　238頁，
　　俗曲B本船辞典　184頁。
　凡例に，俗筆の部について，つぎのようなことをしるしている。
「俗雅の部は初学考をして少し高尚なる蕾文又は和歌を綴らんとする時其の思想を現はす
べき国語と其れを装飾すべき枕詞とを引出さしめんがために其れらを集め掲げたる也
「俗語にて引出すべき躍語は其の見出しに掲げたる俗語の極めて大体の意味に当るものを
挙げたり故にこれを使用せんとする聴には文法によりて其活と時刻と自然或は使然等の区
別を明にせずは有るべからず
「俗雅の部の媛き辞書は今まで其の類無き事なれば其の見出しの俗語の並べかた又其の挙
げかたなども自ら不充分なりと思ふところ甚多し此もつぎ・〉に考をめぐらして漸く完全
なるものにせんと欲するなりj
　雅俗の部も俗書の部も，雅語はひらがな表記，俗語はカタカナ表記であD，みだしの五十
音順に排列してある。俗累の部の本文の例。
サメル
サラ・〉スル
猿
〔騒ぎ競ふ〕
騒グ
　　ザワ・5スル
　　〔さる・5〕
ここの〔
詞である。
あす。
さる・〉し。
ましら。
あぢむらの。
さうどく・そそめく・そよめく
めく。
ささめく・そよぐ・そよめく。
たまぎぬの。
・とよむ・ののしる・ひたたく・ふた
　　　　　　　　　　（pp．66rr67）
〕内は，古代語であり，そのもとにあがっているのは，その古代語をみちびく枕
　山田『近代國語辞書の歩み違（pp．498－499）は，この俗雅の部について，「雅俗の部から機
械的操作を以て此の部を作製した臭いがする」としている。
　1892明治25年増補再版もある。國立国会図書館にある（7151イ）。1冊。本体は雅俗辞
典381頁，俗雅辞典256頁である。くみかたのちがいで，ペイジ数のみかけほどには，項習
数はふえていないようである。凡例などにも修訂がある。
弾　　琴緒（輯）ガ俗語雅調醒
　国立国会図書館にある（lj　41587）。以下の記述はそれによる。
　1891明治24年，大阪市，桐園出版掛発行。156mm×111　mm，1冊。琴緒は雅号，別号に
桐園ともいい，発行所は著者のものであるとみなされる。なお，本名は舜平である。凡例に，
つぎのようにある。
「歌よみ文章か》むをこは。雅語と俗語との差別をよく辮ふべきなり。そははやく鈴本ぬしの
雅語訳解。また萩原ぬしの古言訳解。など世につたはりて。上古の書どもをみる蒋には。い
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とたよりなきものなれど。そは雅語をもひとわたりこ〉うえたらむ人たちのうちみるには。
ことたるぺけれど。初学のともがらはさとりがてなるふしもあめれば。此書は俗語を雅語に
いひと5のへらるべくものしたるなり。月花のむしろ。歌のまとみなどにまじりて。うたよ
み文章か5むに。たま・〉おもひよるふしありて。いひいでむとすれど。俗語のま》にはい
ひとtsのへがたければ。いうにいひたらばよからむ。とおもふをりにひきいでむに。いさ》
かたよりともなるぺければとて。かくはものしつj
　構成は，序文（中村艮顕）1丁，凡例3丁，本文52丁である。本文はつぎのようである。
みだしの携列は伊呂波順，［］内は網注形式である。
　　○ザハツク［そよぎ。そよぐ。そよめく］○サヘヅル1さへづり。なき。なく。トモ
　　囎ノ意］　○サリナガラ［さすが。しかすがに。さりとて。シカハアレド。シカシナガ
　　ラ。サハイヘド。サハアレド。乍然ノ意〕○サルヒト［かの人。アル人〕○サル所
　　ヘユク［モノヘマカル。モノヘユク〕　○サワグ［さわぎ。あわて。あわつ。あわつる。
　　トモ　騒ノ意］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（38丁裏）
ここの細注のカタカナおよび「トモ」については，凡例につぎのようにある。
「雅語には歌によむべきと。文章にかくべきと。さしてわかちはあらねど。そのうち文章に
は音便。また字音などをも用ひたれば。か〉るたぐひは。皆片仮字もてしるしつ
「俗語と雅語と意のおなじきは。雅語をあてたる終に云々トモと記せり1
　ところで，凡例のうちに，つぎの一条がある。
「俗語はいとあまたあれは。これにもれたるは。拾遺にものすべし」
これに呼応して，巻末の近刻出版書広告に，つぎのようにある。
「弾　琴緒編輯　　定価三拾五銭ナレドモ予約五四ハ左ノ正価ヲ以テ送本ス
○俗語二二置目　　［上半紙摺和本綴一冊　正価郵税トモ金廿七銭〕
　　　○予約期限ハ廿四年七月三十日限同日以後ハ定価二復ス
　此書は前上に泄れたるもの猶多けれは古書より調へ出して歌文に要あるものを捨録し且
　巻末には「テニヲハ」の結辞けり。ける。けれ。なり。なる。なれ。らん。らめ。なとの詞
　の遣ひさまを俗語に訳して初学の人にわかりやすくす因て前集購求の諸慰は必ず合せて
　常に左右におくへき要書なり
○漢語雅調　　　　　1上半紙向山本綴一冊　正鍍郵税トモ金二七鋤
　此書は常に云ひなれたる漢語を雅語に訳したるなり諸学校生徒は蓬迄漢語ましりの文を
　のみ綴らしめたるに近来和文をも作らしむる事となりたれは漢語を和文に訳する近道な
　り尤歌学上にも必要の書なれは合せて購求あらんことを」
鋼に既刻出版書広覧もあるから，この口腔出版書広告の「近」は，将来を意味しているであ
ろう。この俗語雅調拾遺および漢語雅調については，しかし管見はおよんでいない。漢語雅
調の広告には，編者のこころざしというものをしることができるであろう。
小田　清雄（輯）霧佳俗対訳　国語のしるべ一名読書作文自在』
国立直会図書館にある（特33948）。以下の記述はそれによる。
　1891明治24年，大阪市，国文館発党・森本専助発行。183　mm×128　mm，2冊。凡例につ
ぎのようにある。わたくしに句読点をほどこす。
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「此書，古讐雅語の俗訳は古言訳解［萩原広道嘉永元年輯］・雅語訳解［鈴木朗文化元年中
輯］・岡拾遺［村上忠順安政五年輯］を集めて大成［モノ］しつ。俗語の雅訳は，詞葉新雅〔北
辺成寿寛政四年論定］のすて［むくいをむくひ，たましひをたましみなど，誤りたるが三つ
四つあるは正しつ］，……。此書どもは，国文読むにも，作［カキ］習ふにも，甚有益なる書
どもなり。J
　俗語の雅訳は，その部分のみの凡例をももつ。そこには，つぎのようにある。
「此は詞葉新婚をさながら出だし，補遺は歌格本選［半井忠見樹を採りて物しつる也。」
　つぎのような構成をとっている。
（上〉題辞（津守国敏）4頁，はしがき（小杉橿邨）5頁，凡例8頁，
’　雅語の俗訳166頁，
　　頭欄（雅語用欝各語に活用語羅をしめす〉がある。
（下）俗語の雅訳　凡例2頁，：本文138頁，
　　鶴野（本居宣長軒樋三音考書のうちの「音便の事Jおよび市濁猛彦雛言仮字欄離
　　言仮字格拾遺』の翻刻）がある，
　　頭1欄つづき24頁1。
　俗語の雅訳の補遺部分には，例歌を出典とともに注する。つぎのようである。
　　○イツノマニヤラ［○いつしか金葉集いつしかとあけゆくそらのかすめるは1
　　0イツトウ［○なへて古今集むさし野はなへて草葉のいうかはりけり］
　みだしの排列は，みだし第一字について，雅語の俗訳では五十音順，俗語の雅訳では伊呂
波順である。
　編者は，先行する雅E■　・・俗語辞書を集成して，この書をあんだ。しかも，岡時に，雅文＝＝
俗文消息書を集成して，譜通対語　和文消息郭外をあんでいる。それは別にかかげる。
佐々木弘綱（編），佐々木信綱（補）『詠歌辞典」
国立国会図書館にある（71106）。以下の記述はそれらによる。
1897明治30年，東京市，博文館発行。105田鵬×75mm，1冊。構成はつぎのようである。
　題詠（東久世農事）・序文（藤原陸光）・佐々木弘綱肖像9頁，
　佐々木弘綱君小伝（福羽三吟）8頁，緒書（佐々木信綱）2頁，
　総目次等2頁，
　詞のしをり　上編　雅語俗訳　自次2頁，本文426頁，
　詞のしをり　中編　俗語雅訳　闘次2頁，本文238頁，
　詞のしをり　下編　熟語辞典　潤次6頁，本文188頁，
　仮字のしをり　仮字格辞典　囲次2頁，本文178頁，
　枕詞の栞　枕詞辞典
　　　口次2頁，本文上編170頁，下編（受ける表現からの検索）50頁，
　日本小文典
　　緒言（宮禽信好）2頁，目次4頁，
　　　本文（佐々木信綱（閲），宮倉信好（編））72頁，
　　活語全図・活語試験（足代弘訓（著），佐々木弘綱（補）＞22頁
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俗語雅訳の部は，伊呂波順の排列をとっている。その本文の例。
やかましい
さわつく
さ　わ　ぐ
ざわざわする
さわぎたって
かしまし　かしがまし　こちたし　耳かしまし　あなかま
そよめく　にぎは〉しき
あわつ　さやぐ　そ〉めく　そよめく　の〉しる　ふためく
さS’めく　そよぐ　そよめく
ゆすりみちて
（p．116）
とよむ
（p．162）
　おなじく佐々木父子の著・補，博文館の発行で，同年内にさきだって，獄歌自在』があ
る。それまでにででいたものをまとめたおもむきであり，雅語俗訳ももっているが，俗語雅
訳はそなえていない。
　松平円次郎・山崎　弓束・堀籠　美善諮語辞灘
　国立国譲研究所に2種あって，初版，およびそれとおなじ月のうちに発行された再版であ
る（ともに413．10Ma　74）。以下の記述はそれらによる。
　1909明治42年，東京市，集文館発行。187mm×127　mm，1冊。構成は，序（芳賀矢一）4
頁，凡例等6頁，本文1132頁である。凡例につぎのようなところがある。
「本書は，今，世の中一般に行はれて居る俗語の意義を解きあかし，併せて文を作る時に
必要な言葉を，俗語で引いて，其れに適当な和漢の文語を求められるように編纂したもの
である。
「書中，一語の下に挙げた文語の次に，其の語をつかったm語の句と，それを訳した普通文の
句とをならべたのは，初学者に，其の詞のつかひみちをしらせやうとしたからである。……。
さて，この用例を挙げたのは，他の辞書には類のないことで，全く編者の創意である。J
　本文はつぎのようである。
　【さわがしい】（騒）（形）かまびすいさまにいふ。しっかでない。
　　零し，聴曝なり，開曝なり，喧曝なり，健脚なり，嘩喧なり，喧闇なり，喧麗なり，喧
　　擾なり，燥敷なり，曝闇なり，瞳曜なり，操然たり，喧然たり，喧々たり，器々たり，
　　傲々たり，転々たり，かまびすし，
　　　さわがしいひとばかりだ。
　　　幽々たるひとのみなり。
　【さわがせる】（騒）（動）さわがせる。さわぐやうにする。
　　騒がす，騒乱せしむ，騒動せしむ，騒擾せしむ，
　　　どなりあるいて，さわがせる。
　　　怒号し廻りて騒乱せしむ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．422）
　この書については，類語辞典の濫鵠として，なぜこのような目語文語対照辞書の形式で生
じたか，どのような内容であるか，山躍近代圏語辞書の歩み劃pp．705－711）がくわしくと
いている。この書の改題本についても，指摘がある。
　芳賀　矢一（校閲），志田　義秀・佐伯　常麿（編）細本類藷大辞典爵
　1909明治42年，東京市，晴光館発行。1974昭和49年，講談社復刻。1980昭和55年，
講談社学術文庫494，495纐語の辞典（上，下）藩として改題復刻。この復刻2点は，編者
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子患志田延義の序文を付する。ほかに，現在でいう著作権・出版権にかかわる問題をもつ復
刻もあると，林大（1976）が指摘し，その事情の調査を松田郁三（19．　77）が報告している。由田
随代虚語辞書の歩み遍（p．715）にも，同様の四望がある。
　自序（志田義秀）6頁，凡例・略語表6頁，字音表8頁，本文1777頁，地名異名類聚50頁，
人名異名類聚25頁。
　類語のうちに古語をあげている。俗語，方言もある。それらをかがけた理由は，序・凡例
にいわれていない。
　本文の例。原文では漢語が多数かかげてあるが，最初の2個のみ例示し，ほか引周は省略
する。そのほかでも，省略するところがおおい。
　さわがし【騒】（形）「やかまし」を麿よ。　　　　　　　　　　　　　　　　（p．679）
　やかまし【八釜蜘（形）（高き轟きや多くの声が入りまじりてさわがし）。［鯛［姦］随］
　　［醐［嘩］［咽　喧擾　喧曝　……。かしまし（羅）。かしがまし（岡上）。かまびすし
　　（喧）。さわがし（騒）。さう・“〉し（騒々）。かま・〉し（義々）。みみやかまし（耳八釜敷）。
　　みみかしがまし（弾器）。［古］かまし（麗）。わわし。［俗］かしましい。こやかましい。
　　［貌］喧々　麗々　……　［比］馬脚　蛙鳴蝉声。（名）［古3かま（麗）。（副）［倒がや・》。
　　がしや・〉。こて・》。
　　◎いとはしき程一〇糠働。わるやかまし（悪八釜敷）。
　　◎9一〇休乱。くちやかまし（口喧）。1古］こちたし（口痛）。ことがまし。〔方］し
　　　やかまし（伊豆）〔貌1喋々　早々　……
　　　△魎みつく如く一〇（副）［俗1がみ・5と。
　　　△漁夫の　　○（名）あまのさへづり（蟹嚇）。
　　◎はなはだ　　○紛謹。ああやかまし（臆喧）。［古3あなかしまし（嵯噴）。あなかまし
　　　（同上）。らうがはし。（感）〔古］あなやかま（噂1喧：）。あなかま（同上）。　　（p．1569）
　圏沢　景忠（編）罫懐中用稲廼門　俗雅一瞬
　19王2明治45年ごろまでに，東京市，速成作歌学会語学部発莞。144　mm×　89　mm，7鮒。1珊は
40－50頁。国立国会図書館にはこのうちの2冊があるが，つぎにふれる暫雅俗辞典選と合本にさ
れて，「雅俗辞典」のなをあたえられ（特53884），凝鮒期刊行図書囲録．kも雛俗辞典」とし
て記載している。
　1913大正2年にまとめて『懐中周写絵門　俗雅辞典郵冊として発行されているよしであり，
それについて，山田謬近代国語辞書の歩み渥（pp．502－505）は，日常の社会生活にひろく使用さ
れる言譲として俗語をとらえていること，みだしに句・字音語をたてていることなどから，もっ
とも実用的であって推奨することができるとしている。
　この編者は，同時に醸中用稲臼門　雅俗辞撫を，岡体裁で発行している。4冊。国立国会
魍書館にはそのうちの2冊がある（同番号）。置俗雅辞鰯と雛俗辞典』とを，どのように関連
させながら編集したか，わからない。ただ，一方を編集しなおして他方をつくったというよう
なものではなく，発酵に独立しているらしいことは，できあがったものからうかがうことがで
き，それであるからこそ，山田の評価をえることもできたのであろう。
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横山　青蛾轟轟作文　類語辞典選
　國立偉績研究所に2種あって，初版とおなじ月のうちに発行された第4版，および改題
版である（ともに413　．　14　Y　79）。つぎの記述は，それらによる。蟹立國会図書館にあること
が皇陵にみえるが，現在は所在不明のよしである。
　1929昭和4年，東京市，薮蘭社発行。167　mm×92　mm，1冊。下構1頁，緒言2頁，凡例
2頁，本文420頁。改題版は『詩歌作文　表現類語辞典』とし，緒言のひづけ（もとは昭和
4年）を溺除したほかは，本文は同一であるとみられる。いつ，なぜ，改題したのか，しる
ことができないが，1934昭和9年第10版では改題されている。
　緒言につぎのようにある。
「凡そ文を草し，詩歌の調作に当って最も困難を感ずるのは，適切な白月の発見である。
・・…｡や人として新時代に生きる者にとって，読書は勿論，自らの内に懐く思想なり情操
なりを，詩文の形に於て表はすべく，その技巧を修得することは訣くべからざる一つの資
格となってみる。……我々は更に進んで，自らの想念を如何に適切に，そして如何に洗錬
された形に於て表はすかといふことに就いて，考究すべき隣代に佐んでみる。が，そのた
めには先づ吾等の有つ国語の精髄を掴むことが肝要事である。」
また，凡例につぎのようにある。
「本書は世の学生藁に一般黙々の読書，殊に草文の場合に於ける便宜に供するの目的を以
て，わが国語の精髄ともいふべき語句を類語的に編纂したものである。
「本書は力点を「云ひ表はし方」，即ち表現といふことに軽いたので，一牽引語句の条下に
は，これと同種若くは岡意味の類語を，古代より現代に亘って葦めて置いた。殊に俗語を
輯録したのは牽引の便宜と意義の捕捉に麗ならしめるがためである。」
　本文はつぎのようである。実は，古語・俗語であるむねの注記は，本文中にすくなく，つ
ぎでもそれがみえない。体裁もととのわないところがある。みだしの排列は五十音順。
　さわがし　心し（形）　かまびすし鷹）。さうがし。らうがはし（乱）。けたたまし。さう
　　ざうし。いそがし。やすらかならず。やかまし。
　　がや・〉と一一（腕擾・諒闇）。かまびすしく一一（喧露・嘘曝）。
　さわぐ　騒ぐ（自）　さやぐ。ざはめく。　○あわて一（ふためく）。おどろき一（蝉騒）。
　　あわて一（周章狼狽）。狂ほしく一（狂躁）。声立てて一（喧嘩・号曝・叫燥）。みだれ一（紛
　　擾・素騒）。声たてて一（さんざめく・そめく・ぞめき）。心一一（おぼしさわぐ）。たはむ
　　れ一一（そばゆ・そばえる）。あばる。おびえさわぐ。わらひののしる。（自）さわぎたつ盤
　　わやぐ・ひしめく・ざわめく・きしめく・とどめく・さわだっ・ざわつく。』（p．150）
広田栄太郎，鈴木業三（編）『類語辞典」
1955昭＄U　30年，離京堂出版発行。
　まえがき・凡例等4頁，本文685頁，付録（漢字音訓表・花ことば一覧・季題一覧・逆引
枕言司序言司一覧）66頁。
　まえがきにつぎのようにある。
「本書は，漢語・和語・古語・俗語・敬語・方言・成句などにわたって，ひろく類語・岡意
語の見地から，整理案配すると同時に，……。また，和歌・俳句・詩を作る人の便宜のため
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に，花ことば・枕詞・季題などの一覧を，付録として掲げました。」
　本文の例。凡例によるならば，Aは当稽漢字にない漢字をふくむこと，〔形］は形容語，
［古］は吉語，〔方／は方言をしめす。ここでは方書の引用を省略する。
　さわがしい〔騒がしい／（形）《雨曝企喧擾A喧羅△喧雑《喧轟△傲噌・騒々しい・やかま
　　しい［古］かしまし・かまびすし・らうがはし・ののしる・ののめく・さわがわし1方］
　　……［形態喧々《噴々・騒然企轍々愈側々口耳舌然［畜］さわさわ　　　　　　（p．282）
藤井　高尚『消息文例』
　国立国語研究藤に享和2年板がある（W43　F57！，2）。以下の記述はそれによる。
　1802享和2年忌。260　mm×185　mm，2冊。構成は，上巻が，序（本居宣長＞4丁，凡例4丁，
目録4了，本文48丁，下巻が，本文40丁，en　3丁。記文は1800寛政12年のひづけをもつ
が，庵逡巌（1975）の調査によるならば，直行はおくれるらしい。しかも，初板とかんがえら
れるという享和2年板は，すくなかったらしく，現在あまりのこっていない。一般に流布し
たのは，1805文化2年板であって，したにあげる影印も，それによる。上巻の後半から，
候文用語と和文用語とが対照されている。辞書のかたちをとったものではなく，項囲も，書
簡用語にかぎられて，少数であるが，記述の精細であることを特長とする。
　凡例につぎのようにある。
「歌よむ友どちのせうそこには。をり・〉みやび文を。かきかはす事のあなれぽ。さかしう
さし出てこそものせずとも。人のおこせたらんに。かへりことすべきやうをだに。こSうえ
おかずは。人わうきはちもこそ。と近きとし頃。この主思ひわたるま〉に。いさ〉かは思ひ
えたるふしもありけるを。ものに書しるして晃ぱや。と思ひなりぬるに……
「此ふみに。もの語に出たるせうそこ文をとり出るに。何がしにおくりたる。なにがしの文
としるすは。そのおくりたるかたと。文ぬしの身のほどtsによりて。詞つかひを考る。たよ
りとなるべき事なればなり。
「むかしの例をひき出るに。忙し事のいとおほかるは。かたへはもらして。ひとつふたつし
るせり。まれ・〉には。かず・〉ひき出まほしきに。その例のあまた見えぬは。あるかぎり
しるしたるもあるなり。又うるさくしげくひき出たるもあるは。そのことのこ5ろを。たし
かにしめさんと。思ふをりのしわざなり。
「ふるき物語書はおほかるに。源氏のものがたりを。むねととり出たるは。あるが中に文の
さまもめでたく。世のうた入のあけくれのまくらごと〉するものにしあれば。見るたよりも
よかるべく。巻の数おほくことひろくて。例をひき出るにも。たらはぬ事なければなり。し
かのみならず。詞のつかひざまも。あだし物語よりは。こよなくたゴしくなんあれば。これ
かれとたがへる事あるをりも。此ものがたりをより所としてさだめいへり。」
　この書は，後世の消息・書簡の作法書に，影響をあたえている。聴雨庵州島茂樹翻消患文
梯』（1815文化12年板）は，f文例にいはく」として，この書の前半の数か条をそのままひ
いた。すぐつぎにとりあげる文廼川童人置消息文典』は，この書の増補版である。さらに，
小田E和文消息全書幽は，この書の後半の項巨の一覧をのせた。
　影印は根来司（1978）ガ消息文例露である。研究は，いまふれた門戸（1975）のほか，橘豊
（1970），今西浩子（1982）がある。
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　つぎに，後入による増補版についてしるしておく。
　藤井　高尚（著），文仰望主人（校補）『消息文鰯
　国立国会図書館にある（642）。以下の記述はそれによる。
　1893明治26年，東京市，中近堂発行。225　mrn×145　mm，2冊。構成は，上巻が，はしが
き（本居宣長：）2頁，同（文廼家主入＞2頁，凡例6頁，目録12頁，本文88頁，下巻が，本文
88頁，てにをはの手引14頁。
　校補の文本家主人とは，雑誌・薪聞の記事執筆・編集にたずさわった須永金三郎（1866慶
応2年生一1923大正12年没）であろう。増補内容は，語法に関することがらがおおく，その
ほかには，消息文とはなにか，音便とはなにか，といった数か条がある。しかし，古典の用
例におよぶことはなく，響消患文例」の特長をのばしているとはいいえない。
黒沢　翁満『雅言用文章　上，下毒
　国立野田麟書館に2種あり（83714および11153），さらに上巻のみの1種がある（特1
878）。以下の記述はそれらによる。
　1849嘉永2年になったらしいひづけがあり，それから3年後以降の板であることをしめ
すひづけもある。260　mm×183　mm，2冊。構成は，上巻が，序（1852嘉永5年のひづけ）6丁，
凡例（1849嘉永2年のひづけ）7丁，厨録2丁，本文36丁，下巻が，本文47丁，蹟（1852嘉
永5年のひづけ）2丁。
　凡例につぎのようにある。
「古歌の詞を。今の俗語に翻訳して。其心を明らむる事は。本居氏の古今遠鏡より始りて。
早く其筋ひらけたれども。雅文を俗文に翻訳する事は。世にいまだ起らず。文といふ中にも。
せうそこぶみは。全く今の世の手紙にひとしき物なれば。是を翻訳して明らむるは。なし安
くして悟り安き事。必然あるべき理なり。されば昔のせうそこを。今の世の手紙の文に翻訳
し。又今の手紙の俗文を。昔のせうそこぶみに翻訳し。雅俗互に訳し・〉て。妙趣を味ふれ
ば。せうそこぶみかきならふには。是に増る道なし。然るに消息の事を。さだせるふみども
は多けれども。此筋におもむけたる物は。世に曾て蕎事なし。
「国書は用文章と云。俗書数部ありて。世にひろく行はる〉を見るに。年始五節句吉凶など。
其外俗間日網の手紙の文言を。あまた書たる物なり。されば文字しらぬ人も。是によりて手
紙のやりとりをなすことを得れば。俗文をかくには甚便よくして。ひろく俗人の為となれ
り。然るにせうそこぶみには。此類の物世にある事なければ。おのつからたよりあしく。書
習ふ人もまれなるべし。いかで俗書の用文章の如き物を。雅言にて琶にあらせばやと。いふ
人の有につきて。かの用文章の俗文どもを。雅誓に翻訳したるなり。
「雅文と俗文とは。又おのつから差別あれば。一字置とに引あて〉は。文をなすものにあら
ず。前後の文意にて。其趣をうつすべきなり。本文にあげたる。雅俗の二章を味ひても悟る
べし。」
　本文の体裁は，2段ぐみとしていて，上段に俗文すなわち候文を，下段に，それに対応す
る，雅文すなわち消息文を，配する。ただし，いま引用した凡例の最後にあるように，雅俗
が逐語的に対応するというのではない。
　本書は，国語学のうえからは，注目されることがほとんどなかった。わずかに永野賢
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（1972）が注で，また佐藤喜代治（19ア7），（1980）がふたつの辞典で，ふれたにとどまる。おな
じく消息・書簡といいながら，うえの『消息文例．9が多少なりとも注目されているのは，語
彙論と文体論との発達の差に，帰せられるかもしれない。書簡作法の方面からは，しかし，
本書もしられていて，あとにあげる小田響和文消息全書』には，本文全部の翻刻が収められ
ている。
　なお，本書にさきだって，おなじ著者につぎがある。
黒沢　翁満『消息案文』
　国立国会図書館にある（15647）。以下の記述はそれによる。
　前編にあたる『全長1栂と，後編のil後編　上，下蓋2冊とからなる。
　『全遡は，1829文政12年になり，1833天保4年板。序（1833天保4年のひづけ）2丁，
本文36丁，蹟1丁。「文雷葉」と称して，俗語＝雅語の対照を若干あげているが，本体は，
雅言を注解するところにある。雅言の排列は五十音順。
　ジ後編』は刊記がない。ilkSが，はしがき（1859安政6年のひづけ）2丁，凡例（1850嘉
永3年のひづけ）・ff録8丁，本文42丁。ド踏篭が，本文55丁。凡例につぎのようにある。
「此轡は前編の文雷どもを。書つ〉“るべき趣を。会得し安き為に。古き物語どもに出たる消
息文を。あまたかきぬきて。塗せうそこぶみの心を。今の俗文に翻訳し。雅俗二通となして
並べ鳩せり。されば其二つを見合て。昔振の消患を。今の俗文にてかけば。かくの如き物と
いふ事を知。又俗文を。せうそこぶりにてかけば。かくのごとき物といふ事を。見くらべて
おのつから其趣を辮ふべし」
　源氏物語ほかの古典文芸作品から，消息150章を抜き出し，1章ごとに，直後に，俗訳す
なわち候文をそえている。
　小田響和文消息全書毒に，本文全部の翻刻が収められている。
　小田　清雄（編）階通劇団　和文消息全書毒
　国立国会図書館にある（285）。以下の記述はそれによる。
　189玉明治24年，大阪市，蟹文館発見・赤土忠七発行。179　mm　×　122　enm，1柵。凡例20頁，
霞録6頁，本文300頁。凡例につぎのようにある。
「此は藤井高尚の消患文例聴雨庵の消息文梯と黒沢翁満の雅雷用文章、消息案文前後両編
とを集成〔あっ］めつる書なりJ
　本文の前半（1　一160　W）を『雅雷用文章」の翻刻に，後半（161－289　Pt）を罫消患案文後編濠
の翻刻に，それぞれあてている。雅文を本文本体とし，俗文を，その影野または左傍にそえ
るという形式で，原典ふたつの統合をはかっている。頭欄があり，『消息文襯などの翻刻
にあてている。
　楓蔭三圏村熊之介鱈文薄照　書簡文三ケ月速成遷
　国立園会図書館にある（特46789）。以下の記述はそれによる。
　1907明治40年，大阪市，石塚書舗発行。121　mrn×180　mm，1栂。はしがき2頁，凡例1
頁，脂次6頁，本文243頁。凡例につぎのようにある。
「此書を弱く人は、先づ初に口語体の文を熟読して自ら試みに文章体に改作し、さて潤る後
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に本書の文章体と対照して其の可否を検すべし、j
種種の内容の書簡を90口分にわけ，その1湊ごとに，この凡例のとおり，口語表現をあ
げたあと，対応する書簡文をあげて，さらに練習問題を付する。本文は，口語表現・書簡文
とも，数をのぞいて総ルビがほどこしてあり，書簡文の用語には，適宜，左傍訓注がほどこ
してある。
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